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て
き
た
が
、
多
く
は
施
設
の

共
同
利
用
や
管
理
業
務
の
一

部
委
託
に
留
ま
っ
て
お
り
、

組
織
体
制
の
抜
本
的
な
強
化

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
検
討

会
で
は
、
複
数
の
自
治
体
が

経
営
主
体
を
一

つ
に
す
る
「
事

業
運
営
の
一
体

化
」
に
向
け
た

具
体
的
な
方
策

や
考
え
方
を
ま

と
め
、
イ
ン
フ

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
確
立
を
強

力
に
後
押
し
す

る
方
針
。

　

13
日
に
都
内

で
開
か
れ
た

「
汚
水
処
理
施

設
の
最
適
化
と
広
域
連
携
の

推
進
に
向
け
た
検
討
会
」
の

初
会
合
で
、
委
員
長
に
選
任

さ
れ
た
近
畿
大
学
の
浦
上
拓

也
教
授
は
「
上
下
水
道
ク
ラ

イ
シ
ス
を
乗
り
越
え
、
最
重

要
イ
ン
フ
ラ
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
未
来
志
向

で
議
論
を
尽
く
し
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

　

検
討
会
は
今
後
、
施
設
配

置
の
最
適
化
の
検
討
方
法
や

進
め
方
、
モ
デ
ル
地
域
の
検

討
状
況
や
課
題
な
ど
を
踏
ま

え
て
議
論
を
深
め
、
今
年
秋

頃
を
目
途
に
「
汚
水
処
理
施

設
の
最
適
化
」
と
「
広
域
連

携
の
推
進
」
に
関
す
る
２
つ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
を

取
り
ま
と
め
る
予
定
。

新評価指標を開発・実証新評価指標を開発・実証

開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
渡
嘉
敷
奈

緒
美
環
境
部
会
長
（
中
央
）

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
と
は
自
然
に
着
目
し
た

Ｌ
Ｃ
Ａ
で
、
特
に
生
物
多
様

性
（
質
）
と
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
（
量
）
に
着
目
し
、
気
候

変
動
や
水
消
費
、
土
地
利
用

な
ど
に
よ
る
自
然
・
生
態
系

へ
の
影
響
を
定
量
的
に
評
価

す
る
も
の
。
資
源
の
採
掘
か

ら
素
材
生
産
、
輸
送
、
組
み

立
て
、
使
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
・

廃
棄
ま
で
を
網
羅
し
た
分
析

を
通
じ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
（
自
然
再
興
）
に
向

け
た
効
果
的
な
影
響
低
減
策

の
選
定
や
関
係
者
間
の
対
話

省
、
環
境
再
生
保
全
機
構
、

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）

お
よ
び
国
立
環
境
研
究
所
。

　

実
証
事
業
（
代
表
機
関
・

価
値
総
合
研
究
所
）
で
は
、

味
の
素
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、

積
水
化
学
、
大
成
建
設
、
住

友
林
業
、
資
生
堂
、
Ａ
Ｇ
Ｃ
、

エ
プ
ソ
ン
、
Ｊ
Ｘ
金
属
、
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
、
日
立
製
作
所
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
、
日
本
製
紙
、
鹿
島
建

設
、
清
水
建
設
、
住
友
化
学
、

本
田
技
研
工
業
、
日
建
設
計

お
よ
び
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
計
20

社
が
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
分
析

を
行
っ
た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

の
金
融
機
関
は
、
農
林
中
央

金
庫
、
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、
常
陽
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
な
ど
多
数
。

　

今
後
は
、
同
指
標
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
９
月
に
出
版
す
る

予
定
で
あ
る
ほ
か
、
評
価
プ

ロ
ト
コ
ル
の
策
定
・
展
開
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

な
ど
金
融
商
品
へ
の
活
用
に

向
け
た
展
開
等
も
期
待
さ
れ

る
と
し
て
い
る
。

　

環
境
省
は
16
日
、
気
候
変

動
適
応
法
に
基
づ
く
次
期
適

応
計
画
の
基
本
戦
略
に
関
す

る
方
針
案
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
に
よ
り
東
京
都
内
で
開

い
た
中
央
環
境
審
議
会
（
環

境
相
の
諮
問
機
関
）
の
有
識

者
小
委
員
会
に
示
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
基
本
戦
略
の

検
討
の
柱
と
し
て
６
項
目
を

提
示
。
具
体
的
に
は
、
①
深

刻
な
影
響
に
対
す
る
国
の
施

策
の
重
点
的
推
進
②
あ
ら
ゆ

る
関
連
施
策
と
適
応
策
に
よ

る
シ
ナ
ジ
ー
の
推
進
③
適
応

の
実
践
促
進
に
つ
な
が
る
科

学
的
知
見
の
充
実
④
便
益
が

実
感
で
き
る
適
応
等
に
よ
る

地
域
実
践
の
促
進
⑤
適
応
を

通
じ
た
事
業
者
の
競
争
力
強

化
⑥
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

強
靱
化
等
に
つ
な
が
る
国
際

協
力
の
推
進
―
―
と
し
て
い

る
。
政
府
は
今
後
、
６
月
に

次
期
適
応
計
画
の
骨
子
を
ま

と
め
、
２
０
２
６
年
度
中
に

閣
議
決
定
す
る
方
針
。

　

環
境
省
の
方
針
案
に
よ
る

と
、
①
で
は
、「
特
に
優
先

的
に
対
応
が
必
要
な
項
目
」

へ
の
対
応
を
中
心
に
、
国
と

し
て
強
化
す
べ
き
施
策
を
ま

と
め
、
具
体
的
施
策
は
関
係

府
省
庁
が
出
席
す
る
気
候
変

動
適
応
推
進
会
議
で
議
論
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。

　

②
で
は
、「
緩
和
×
適
応
」

お
よ
び
「
生
物
多
様
性
×
適

応
」
の
施
策
の
シ
ナ
ジ
ー
に

つ
い
て
、
重
点
的
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

③
で
は
、
科
学
的
知
見
が

効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
必
要
な
情
報
を
示
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
気

候
変
動
影
響
が
国
民
生
活
に

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

か
、
一
層
分
か
り
や
す
く
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

し
て
い
る
。

　

④
で
は
、
自
治
体
の
適
応

策
を
進
め
る
観
点
で
は
、
日

常
の
生
活
の
質
を
改
善
し
つ

つ
災
害
時
に
も
役
立
つ
も
の

な
ど
、
便
益
が
実
感
で
き
る

適
応
策
の
事
例
の
創
出
・
横

展
開
や
そ
の
効
果
の
「
見
え

る
化
」が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、

自
治
体
が
意
思
決
定
に
活
用

可
能
な
ツ
ー
ル
の
整
備
や
人

材
確
保
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い

る
。

　

⑤
で
は
、
企
業
に
と
っ
て

の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
「
見
え

る
化
」
な
ど
を
通
じ
、
企
業

が
取
り
組
み
や
す
い
環
境
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
や
、

企
業
が
適
応
に
参
加
し
や
す

く
な
る
よ
う
金
融
機
関
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
重
要
と

し
て
い
る
。

　

⑥
で
は
、
早
期
警
戒
シ
ス

テ
ム
（
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）
な
ど
日
本

の
先
進
技
術
の
国
際
展
開
の

支
援
を
通
じ
、
国
際
協
力
の

促
進
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
強
靭
化
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
重
要
な
ど
と
し

て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
13
日
、
総

務
、
農
林
水
産
、
環
境
の
３

省
と
連
携
し
汚
水
処
理
施
設

の
最
適
化
と
広
域
連
携
を
推

進
す
る
た
め
の
新
た
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
指
針
）
づ
く
り

に
着
手
し
た
。
人
口
減
少
や

施
設
の
老
朽
化
が
今
後
一
層

進
む
中
、
持
続
可
能
な
汚
水

処
理
体
制
の
構
築
に
向
け
、

集
約
型
（
下
水
道
等
）
と
分

散
型
（
浄
化
槽
等
）
の
役
割

分
担
の
再
検
討
や
、
複
数
の

自
治
体
に
よ
る
経
営
統
合
を

柱
と
し
た
事
業
運
営
の
一
体

化
に
向
け
、
取
り
組
み
の
方

向
性
や
具
体
的
な
方
策
を
検

討
す
る
。

　

下
水
道
や
集
落
排
水
施

設
、
浄
化
槽
な
ど
の
汚
水
処

理
施
設
の
整
備
は
都
道
府
県

構
想
に
基
づ
き
、
２
０
２
６

年
度
末
ま
で
の
概
成
を
目
指

し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
全
国
の
汚
水
処
理

人
口
普
及
率
は
24
年
度
末
で

約
93
・
７
％
に
達
し
た
。
一

方
で
約
７
８
０
万
人
が
汚
水

処
理
を
利
用
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
、
今
後
は
将
来
の
人

口
減
少
や
整
備
効
果
を
考
慮

し
た
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
受
け
、

検
討
会
で
は
汚
水
処
理
施
設

の
最
適
化
（
集
約
型
と
分
散

型
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
）
を

主
要
議
題
に
掲
げ
た
。
未
整

備
区
域
の
早
期
整
備
手
法
の

検
討
の
み
な
ら
ず
、
す
で
に

整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て

も
、
人
口
動
態
や
地
域
特
性

に
応
じ
て
下
水
道
か
ら
浄
化

槽
へ
転
換
す
る
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
施
策
と
連
携
し
た
施

設
の
最
適
化
を
議
論
す
る
。

　

事
業
の
運
営
面
で
は
、
地

方
自
治
体
の
業
務
執
行
力
の

低
下
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
下
水
道
事
業
に
携

わ
る
職
員
数
は
ピ
ー
ク
時
か

ら
約
43
％
減
少
し
て
お
り
、

特
に
中
小
自
治
体
で
は
単
独

で
の
維
持
管
理
や
災
害
対
応

が
困
難
な
状
況
に
陥
り
つ
つ

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
広
域
化
・
共

同
化
の
取
り
組
み
は
行
わ
れ

次期適応計画
の基本戦略

国 交 省

自然
資本

パネケーブ

人通孔あり
雨水貯留浸透槽
再生プラ使用
社会に貢献

TEL.03-3600-1522

　

ス
マ
ホ
の
普
及
と
と
も
に

ラ
ジ
オ
受
信
機
が
な
く
て
も

実
質
的
に
１
人
１
台
が
ラ
ジ

オ
を
持
ち
歩
け
る
環
境
を
作

り
出
し
た
「
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｋ
ｏ

（
ラ
ジ
コ
）」。
リ
ス
ナ
ー
が

少
な
か
っ
た
若
者
層
に
聴
取

習
慣
を
生
み
出
し
た
ほ
か
、

年
齢
・
性
別
・
地
域
・
興
味

関
心
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
の
属

性
デ
ー
タ
が
活
用
で
き
る
た

め
、
合
理
的
な
訴
求
が
で
き

る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
に

も
適
し
て
い
る
な
ど
、
同

サ
ー
ビ
ス
は
ラ
ジ
オ
業
界
の

エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
に

な
っ
て
い
る
▼
資
源
循
環
で

も
ス
マ
ホ
を
介
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
食
ロ
ス

削
減
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

だ
。
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
と
言
わ
れ
る
も
の

で
、
ス
ー
パ
ー
の
総
菜
や
弁

当
を
は
じ
め
と
し
た
複
数
の

店
の「
お
つ
と
め
品
」を
ネ
ッ

ト
上
に
掲
載
し
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
で
購
入
で
き

る
と
い
う
も
の
。
値
引
き

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
る
時
間
に

ス
ー
パ
ー
の
店
内
を
う
ろ
う

ろ
す
る
必
要
が
な
く
、
消
費

者
に
は
あ
り
が
た
い
サ
ー
ビ

ス
だ
▼
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
自

治
体
を
介
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
事
業

系
一
廃
の
削
減
に
つ
な
が
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
出
品
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

利
用
者
が
商
品
を
欲
し
て
い

な
い
場
合
も
あ
る
な
ど
、
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
課

題
に
な
っ
て
お
り
、「
ラ
ジ

コ
」
の
よ
う
に
利
用
者
の
属

性
を
上
手
に
活
用
し
、
サ
ー

ビ
ス
が
機
能
す
る
使
い
方
の

検
証
が
必
要
だ
。�

（
平
）

事
業
者
の
競
争
力
強
化
な
ど

環
境
省
が
６
項
目
の
方
針
案

を
促
す
情
報
源
と
し
て
の
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

開
発
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た

「
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
３
」
は
、
対
象

地
域
を
世
界
に
拡
大
し
た
こ

と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
す
る
事
業
者
に
も

Ｌ
Ｃ
Ａ
の
実
施
を
可
能
に
し

た
も
の
。
定
量
化
し
た
環
境

負
荷
を
経
済
価
値
指
標
に
換

算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
生

物
多
様
性
条
約
の
補
助
指
標

と
し
て
も
採
用
さ
れ
て
い

る
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
内

閣
府
の
「
研
究
開
発
と

Society5.0

と
の
橋
渡
し
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
で
、「
金

融
／
投
資
機
関
に
よ
る
自
然

関
連
情
報
開
示
促
進
と
国
際

標
準
化
を
前
提
と
し
た
ネ
イ

チ
ャ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の

開
発
と
実
証
事
業
」（
２
０

２
４
～
25
年
度
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
環
境
省

生
物
多
様
性
主
流
化
室
長
）

の
成
果
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
の
開
発
（
研
究
開
発
責

任
者
＝
伊
坪
徳
宏
・
早
稲
田

大
学
理
工
学
術
院
教
授
）
に

は
、
早
稲
田
大
学
の
ほ
か
、

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合

研
究
機
構
、
産
業
技
術
総
合

研
究
所
、
総
合
地
球
環
境
研

究
所
、
森
林
総
合
研
究
所
、

東
北
大
学
、
京
都
大
学
お
よ

び
関
西
学
院
大
学
が
参
画
し

た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は
環
境

社
し
た
時
は
品
質
管
理
の
概

念
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、

専
門
部
署
も
な
か
っ
た
。
製

造
業
や
食
品
産
業
な
ど
に
比

べ
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
界

は
ま
だ
ま
だ
品
質
管
理
が
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
面
が
あ

る
。
当
社
も
改
善
を
進
め
て

き
た
が
、
業
界
全
体
と
し
て

は
、
安
全
や
品
質
と
い
う
面

（
Ｍ
Ｉ
）
を
導
入
し
、
配
合

と
調
色
を
デ
ー
タ
で
支
え
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

膨
大
な
デ
ー
タ
と
最
新
の
測

色
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
お
客

様
の
要
求
す
る
物
性
や
色
を

正
確
に
再
現
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
。

　

─
─
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
に
参
加

し
た
目
的
や
効
果
は
。

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
模

索
し
て
い
る
。
当
社
単
独
で

は
得
ら
れ
る
情
報
量
に
も
限

り
が
あ
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
に

参
加
し
た
こ
と
で
、
単
独
企

業
で
は
得
ら
れ
な
い
気
づ
き

が
日
々
生
ま
れ
て
い
る
。

　
─
─
Ｃ
Ｅ
で
は
動
静
脈
連

携
が
鍵
と
さ
れ
る
が
、
静
脈

産
業
は
規
模
が
小
さ
い
と
こ

あ
る
。
ま
ず
は
地
場
で
し
っ

か
り
固
ま
っ
て
い
く
の
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
─
─
今
後
さ
ら
に
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
て
い
く
上
で
の

課
題
は
。

　

Ｃ
Ｅ
の
議
論
の
中
で
も
常

に
出
て
く
る
課
題
は
、「
質

と
量
の
確
保
」
だ
。
当
社
と

し
て
は
特
に
品
質
の
確
保
が

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
―
─
今
後
の
目
標
は
。

　

当
社
と
し
て
も
将
来
的
に

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
日
本
で
作
り
上
げ
た

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
仕
組

み
を
、
ま
だ
リ
サ
イ
ク
ル
が

十
分
で
な
い
国
や
必
要
と
し

て
い
る
国
に
も
展
開
し
て
い

き
た
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
先
進

国
と
し
て
の
日
本
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
技
術
を
世
界
に
広
げ
る

こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

題
解
決
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
で

の
学
び
や
経
験
が
、
そ
う
し

た
国
際
的
な
取
り
組
み
に
も

生
か
さ
れ
て
い
く
と
思
う
。

業
種
を
超
え
た
連
携
の
力
を

感
じ
な
が
ら
、
こ
の
業
界
全

体
、
そ
し
て
世
界
を
も
っ
と

良
く
し
て
い
き
た
い
。
数
年

後
に
は
、
日
本
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
海
外
で
も
動
い

て
い
る
。
そ
ん
な
状
況
を
実

現
し
た
い
と
い
う
の
が
、
現

在
の
最
大
の
目
標
で
あ
る
。

�

（
聞
き
手
・
黒
岩
修
）

に
す
る
か
、
ど
の
添
加
剤
を

使
う
か
と
い
っ
た
「
配
合
」

を
、
経
験
と
勘
で
判
断
し
て

い
た
。
そ
れ
を
Ａ
Ｉ
に
学
習

さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率

的
に
最
適
な
配
合
を
導
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
─
─
Ｃ
Ｅ
実
現
を
目
指
す

中
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に

ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
。

　

海
洋
汚
染
の
問
題
な
ど
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
「
悪
」
と

と
ら
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
そ

れ
は
使
い
方
の
問
題
だ
と
思

う
。
便
利
だ
か
ら
世
界
中
で

使
わ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
悪
い
わ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
を
使
っ
た
後
、
ど

う
う
ま
く
循
環
さ
せ
て
い
く

か
、
そ
の
仕
組
み
を
ど
う

作
っ
て
い
く
か
が
重
要
だ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
こ
れ
か

ら
も
確
実
に
世
界
中
で
使
わ

れ
続
け
る
だ
ろ
う
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
使
い
な
が
ら
、
環

境
負
荷
を
減
ら
す
仕
組
み
を

世
界
的
に
広
げ
て
い
く
。
そ

れ
が
本
当
の
意
味
で
の
Ｃ
Ｅ

た
危
険
物
質
が
入
っ
て
い
な

い
こ
と
を
担
保
す
る
仕
組
み

で
あ
る
。

　
─
─
人
口
減
少
に
よ
る
人

手
不
足
も
深
刻
だ
が
。

　

品
質
と
生
産
性
の
両
面
か

ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
の
と

こ
ろ
当
社
で
は
人
員
は
な
ん

と
か
足
り
て
い
る
が
、
今
後

は
採
用
が
難
し
く
な
る
の
は

明
ら
か
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

Ａ
Ｉ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使

い
な
が
ら
、
生
産
性
を
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
工
程

　
─
─
現
場
で
改
革
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
は
。

　

最
初
に
整
備
し
た
の
は
品

質
管
理
の
体
制
だ
。
私
が
入

で
リ
ソ
ー
ス
不
足
が
課
題
だ

と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
狙

い
通
り
の
性
能
と
色
味
を
も

つ
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
安

定
し
て
つ
く
る
こ
と
は
、
原

料
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ

と
な
ど
か
ら
容
易
で
は
な

い
。現
在
こ
の
課
題
に
対
し
、

Ａ
Ｉ
等
を
使
っ
た
新
た
な
技

術
で
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
と
も
に
マ
テ
リ
ア

ル
ズ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
の
理
念
、
掲

げ
て
い
る
方
針
に
共
感
し
た

と
い
う
の
が
大
き
い
。
リ
サ

イ
ク
ル
を
通
じ
て
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
問
題
解
決
の
一
助

に
な
り
た
い
、
と
い
う
思
い

も
あ
る
し
、
自
分
た
ち
を
鼓

舞
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
に
参
加
す
る
こ

と
は
重
要
だ
と
考
え
た
。
他

の
参
画
企
業
や
自
治
体
の
先

進
事
例
な
ど
を
学
び
な
が

ろ
が
多
い
が
。

　

確
か
に
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
は

中
堅
・
中
小
規
模
の
と
こ
ろ

が
大
半
で
、
動
脈
側
の
方
が

規
模
は
大
き
い
。
し
か
し
、

小
規
模
で
も
小
さ
な
リ
サ
イ

ク
ラ
ー
同
士
が
連
携
す
れ

ば
、
大
き
な
力
を
発
揮
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

連
携
す
る
こ
と
で
動
脈
産
業

と
も
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
組
め
る
可
能
性
が

非
常
に
重
要
だ
と
と
ら
え
て

い
る
。
当
社
は
現
在
Ｐ
Ｉ
Ｒ

材（
工
場
か
ら
出
る
端
材
等
）

を
原
料
の
中
心
と
し
て
い
る

が
、
今
後
量
を
増
や
し
て
い

く
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
材
（
消
費
者

か
ら
使
用
後
排
出
さ
れ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
）
も
扱
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
利

用
す
る
側
か
ら
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
材

の
品
質
を
懸
念
す
る
声
も
あ

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
由
来
の
も
の
を

安
心
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る

か
が
鍵
に
な
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
受
け
入
れ
る
リ

サ
イ
ク
ル
原
料
に
つ
い
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
測
定
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
例
え
ば
Ｒ
ｏ
Ｈ

Ｓ
規
制
の
対
象
物
質
や
、
最

近
注
目
さ
れ
る
有
機
フ
ッ
素

化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）と
い
っ

そ
の
も
の
を
見
直
し
た
り
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
使
っ
た
り

し
て
、「
よ
り
早
く
、
良
い

も
の
を
作
る
」
と
い
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
特
に
注

力
し
て
い
る
の
が
、
先
に
も

述
べ
た
Ｍ
Ｉ
の
活
用
で
あ

る
。
従
来
は
、
お
客
様
の
要

求
す
る
物
性
に
対
し
て
、
ど

う
い
う
樹
脂
の
組
み
合
わ
せ

　

ク
リ
ー
ン
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・

マ
テ
リ
ア
ル
・
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
（
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
）
で
は
動

脈
産
業
に
注
目
が
集
ま
り
が

ち
だ
が
、
静
脈
産
業
の
参
画

が
な
け
れ
ば
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
富
山

県
高
岡
市
を
拠
点
に
、
月
間

生
産
能
力
４
５
０
０
㌧
の
設

産
業
と
し
て
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
に

参
加
す
る
意
義
、
自
社
や
リ

サ
イ
ク
ル
業
界
の
課
題
と
可

能
性
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
―
―
丸
喜
産
業
の
特
徴
は
。

　

当
社
は
富
山
県
内
に
４
つ

の
自
社
工
場
を
持
ち
、
主
に

工
場
か
ら
生
産
工
程
で
出
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
端
材
な
ど

を
ペ
レ
ッ
ト
等
に
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
る
。
40
台
以
上
の

ペ
レ
ッ
ト
押
出
機
、
20
台
以

上
の
粉
砕
機
な
ど
、
充
実
し

た
設
備
を
保
有
し
て
い
る
。

特
に
、
中
・
小
型
機
を
中
心

に
揃
え
て
い
る
の
が
特
徴

で
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
対

応
と
短
い
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が

強
み
に
な
っ
て
い
る
。

備
能
力
を
持
つ
リ
サ
イ
ク

ラ
ー
の
丸
喜
産
業
は
Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｍ
Ａ
の
中
で
重
要
な
役
割
を

果
た
す
。
同
社
の
小
薗
雄
治

代
表
取
締
役
社
長
は
、
外
部

か
ら
招
聘
さ
れ
て
２
０
１
９

年
に
代
表
に
就
任
。
そ
れ
ま

で
の
知
見
な
ど
も
生
か
し
な

が
ら
Ａ
Ｉ
等
を
駆
使
し
て
業

界
に
革
新
を
も
た
ら
そ
う
と

し
て
い
る
。
小
薗
氏
に
静
脈

Ａ
Ｉ
等
を
駆
使
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
業
界
の
革
新
目
指
す

プ
ラ
を
使
い
つ
つ
環
境
負
荷
を
減
ら
す
仕
組
み
を
世
界
に
広
げ
る

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
実
現
を
目
指
し
て

【
第
２
部
】
～
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
の
挑
戦
～
⑦

丸
喜
産
業 

代
表
取
締
役
社
長 

小
薗
雄
治 

氏

早 稲 田 大
な ど

◇
「
悪
い
再
エ
ネ
」
か
ら
の
電
力
調
達
回
避
へ

　

閣
議
決
定
、
経
団
連
会
長
の
日
生
も
呼
応
…
…
２
面

◇
風
力
装
置
世
界
ト
ッ
プ
の
べ
ス
タ
ス

　

国
内
拠
点
設
立
へ
経
産
省
な
ど
と
覚
書
…
…
…
２
面

◇
再
エ
ネ
活
用
し
「
防
災
」
と
「
物
流
」
に
焦
点

　

京
都
府
、
水
素
利
活
用
実
証
事
業
で
視
察
会
…
３
面

◇
使
用
済
み
Ｐ
Ｓ
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ラ
イ
フ
、
ロ
ッ
テ
、
ヤ
ク
ル
ト
の
３
社
…
…
…
４
面

◇
大
阪
市
、
土
留
め
鋼
管
が
幹
線
道
路
に
突
出

　

大
阪
・
梅
田
駅
周
辺
浸
水
対
策
で
…
…
…
…
…
５
面

◇
下
水
再
生
水
マ
ニ
ュ
ア
ル
全
面
改
訂
へ
…
…
…
５
面

◇
環
境
図
書
館
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
面

　

自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
）
の
報
告
書
な
ど
を
受
け
、

多
く
の
企
業
で
は
自
然
資
本
の
指
標
や
算
定
評
価
が
大
き
な
経
営
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
な
か
、
早
稲
田
大
学
な
ど
を
代
表
機
関
と
す
る
研
究
チ
ー
ム
は
こ
の
ほ

ど
、
内
閣
府
の
支
援
を
受
け
、
自
然
資
本
に
関
す
る
経
営
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
の
共

通
指
標
と
な
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
を
開
発
・
実
証
し
た
。
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
の
日
本
標
準
の
影
響
評
価
手
法
で
あ
る
「
Ｌ
Ｉ
Ｍ

Ｅ
３
」を
改
良
し
た
も
の
で
、世
界
各
地
域
の
地
理
的
解
像
度
を
高
め
た
影
響
評
価
マ
ッ

プ
に
よ
り
、
製
品
や
組
織
、
事
業
の
評
価
に
展
開
で
き
る
。
ま
た
、
生
物
種
の
絶
滅
リ

ス
ク
や
統
合
化
の
経
済
指
標
の
採
用
に
よ
り
、
企
業
と
金
融
機
関
の
対
話
に
お
け
る
評

価
基
盤
を
提
供
で
き
る
点
な
ど
も
特
徴
。
政
府
は
今
後
、同
指
標
を
世
界
に
発
信
し「
国

際
標
準
化
」
を
目
指
す
方
針
。

汚
水
処
理
施
設
の「
最
適
化
」「
広
域
連
携
」推
進
へ

�
 

関
係
３
省
と
連
携 

指
針
づ
く
り
に
着
手

製
品
、組
織
、事
業
の
評
価
も

�
政
府
、世
界
に
発
信
し「
国
際
標
準
化
」目
指
す

都
内
で
開
か
れ
た
初
会
合
の
様
子
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濁度計

沈殿槽の汚泥界面/MLSS測定 活性汚泥濃度測定

NEW DOセンサー

３ｍ 一組

沈殿槽の汚泥界面、汚泥厚、水断層の測定

拡大写真

水質検査の必需品

逆流防止ピストンロック機構
採水管はワンタッチカプラ接続

テーパー付直進ノズル
（カプラー付）

SS-10Z

MLSS / 界面計

SS-10F

MLSS計

CL-11Z

新型  塩素イオン濃度計

オデイプロ2号／／3号

プロの汚泥厚測定器

RC-V2

マルチレンジ残留塩素計

近赤外線90°散乱光測定法

DPD残留塩素測定試薬
比色法、ニーズに対応、粉末分包試薬、

液体試薬をライナップ

粉末分包試薬

DPD-F-1
遊離残留塩素試薬

DPD-TL-1
全残留塩素試薬

DO-11Z

溶存酸素計　DO計

：OX-V3

ミズテッポ2号

ピストン式採水器

わずか一滴で測定

深い所、狭い所、浅い場所の採水OK

一回で500mL採水！
0.01mg/L～200g/L迄測定

塩素殺菌水、
電解次亜生成水、
水道水、浴槽水、
遊泳プール

測定対象

DPD液体試薬

ガラス電極型比較電極
耐久性に優れた長寿命センサー

校正時のISAB添加不要

DO ：0.00 ～ 20.00mg/ℓ
水温：0.0 ～ 50.0℃

測定範囲 0 ～ 200度（ホルマジン濁度標準）

検出器 TRD-120Z（ケーブル6ｍ付）

分解能 0.01（～20度）、0.1（20～200度）
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日本ガイシ
と東邦ガス

風
力
装
置
世
界
ト
ッ
プ
の
べ
ス
タ
ス

国
内
拠
点
設
立
へ
協
力
、国
内
Ｓ
Ｃ
強
化

�

経
産
省
、
日
通
と
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｉ
と
覚
書

太
陽
光
発
電
関
係
事
業
者
に

報
告
徴
収
や
立
入
検
査
な
ど

産
構
審
小
委
、
保
安
対
応
で
報
告
書

青
森
に
大
規
模
太
陽
光
発
電
所

協
働
実
施
で
脱
炭
素
加
速
へ

関
東
私
鉄
８
社
と
Ｄ
Ｂ
Ｊ

４
省
と
日
本
繊
維
板
工
業
会

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定

�
脱
炭
素・循
環
型
社
会
の
実
現
へ

サ
ブ
ナ
ノ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜

新
た
な
Ｃ
Ｏ
２
分
離
回
収
を
実
証

レ
ー
ザ
ー
核
融
合
28
年
に
商
用
級
実
証
機

�

米
Ｘ
ｃ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ 

実
用
化
の
工
程
を
発
表

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
製
造
ラ
イ
ン

�

第
一
実
業 

米
国
製
完
全
品
を
出
展

商工中金と三菱重工

中小企業の脱炭素支援で連携
独自ツールで「経済性と両立」へ

脱
炭
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
環
境
総
合

達
を
巡
り
、
政
府
は
13
日
、

環
境
配
慮
契
約
法
に
基
づ
く

基
本
方
針
の
変
更
を
閣
議
決

定
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
国

や
地
方
公
共
団
体
は
電
力
調

達
契
約
を
通
じ
て
、
地
域
と

の
共
生
が
図
ら
れ
た
望
ま
し

い
再
エ
ネ
事
業
は
促
進
す
る

一
方
で
、
地
域
と
共
生
で
き

な
い
再
エ
ネ
事
業
は
抑
制
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
関

係
法
令
に
違
反
し
た
事
業
者

は
契
約
か
ら
排
除
す
る
方
針

も
決
め
た
。
２
０
２
７
年
度

か
ら
実
施
す
る
。

　

今
回
の
基
本
方
針
変
更
に

先
立
ち
、
政
府
は
昨
年
12
月

23
日
に
「
大
規
模
太
陽
光
発

電
事
業
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

に
関
す
る
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
を
閣
議
決
定
し
、
法
令

に
違
反
す
る
再
エ
ネ
発
電
施

設
で
発
電
さ
れ
た
電
力
の
調

達
を
避
け
る
よ
う
、
環
境
配

慮
契
約
法
基
本
方
針
に
規
定

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

　

環
境
配
慮
契
約
法
の
主
務

大
臣
で
あ
る
石
原
宏
高
環
境

相
は
１
月
下
旬
発
売
の
月
刊

『
ウ
ィ
ル
』
３
月
号
に
寄
稿

し
、
大
手
企
業
や
金
融
機
関

に
対
し
て
も
「
再
エ
ネ
電
気

を
購
入
す
る
際
に
は
、
再
エ

ネ
事
業
者
が
法
令
を
順
守
し

て
い
る
か
や
景
観
や
貴
重
な

動
植
物
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
な
い
か
、
無
理
な
開
発
で

地
滑
り
な
ど
を
誘
発
す
る
恐

れ
は
な
い
か
な
ど
を
確
認

し
、
厳
し
い
目
を
も
っ
て
選

択
し
て
頂
き
た
い
」
と
訴
え

た
。
筒
井
義
信
・
経
団
連
会

長
会
社
の
日
本
生
命
保
険
は

直
ち
に
呼
応
し
、
環
境
破
壊

の
恐
れ
が
あ
る
再
エ
ネ
発
電

所
か
ら
の
電
力
調
達
を
止
め

る
こ
と
を
表
明
し
た
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
巡
っ
て

は
、
北
海
道
の
釧
路
湿
原
国

立
公
園
周
辺
で
の
建
設
で
法

令
違
反
が
見
つ
か
っ
た
り
、

　

景
観
や
貴
重
な
動
植
物
に

悪
影
響
を
与
え
た
り
、
無
理

な
開
発
で
地
滑
り
な
ど
を
誘

発
す
る
「
悪
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
か
ら
の
電
力
調

ま
ま
発
電
所
に
転
用
す
る
に

は
コ
ス
ト
と
装
置
の
耐
久
性

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
Ｘ

ｃ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ
は
こ
れ
に
対

し
、「
高
価
な
ガ
ラ
ス（
固
体
）

を
安
価
な
ガ
ス
に
置
き
換
え

る
」
方
法
で
解
決
を
探
っ
て

い
る
。

　

従
来
の
レ
ー
ザ
ー
核
融
合

は
、
大
量
の
高
性
能
レ
ー

ザ
ー
ダ
イ
オ
ー
ド
や
巨
大
な

光
学
結
晶
、
レ
ー
ザ
ー
ガ
ラ

ス
が
必
要
で
、
そ
の
コ
ス
ト

は
出
力
１
ジ
ュ
ー
ル
あ
た
り

７
０
０
〜
１
千
㌦
（
約
11
万

円
以
上
）
に
達
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
Ｘ
ｃ
ｉ
ｍ
ｅ

ｒ
は
こ
れ
を
「
エ
グ
サ
イ

マ
ー
・
レ
ー
ザ
ー
（
フ
ッ
化

ク
リ
プ
ト
ン
）」
と
い
う
ガ

ス
を
媒
体
と
し
た
技
術
に
置

き
換
え
る
。
鉄
や
ア
ル
ミ
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
っ
た
安

価
な
材
料
の
汎
用
品
で
構
成

で
き
る
の
で
コ
ス
ト
を
下
げ

ら
れ
る
見
込
み
。

　

高
価
な
ダ
イ
オ
ー
ド
の
代

わ
り
に
単
純
な
電
子
ビ
ー
ム

で
ガ
ス
を
励
起
す
る
こ
と
で
、

建
設
コ
ス
ト
を
従
来
の
10
分

の
１
（
１
ジ
ュ
ー
ル
あ
た
り

１
０
０
ド
ル
以
下
）
に
抑
え
、

経
済
的
な
発
電
に
つ
な
げ
る

狙
い
。

　

強
力
な
レ
ー
ザ
ー
を
放
つ

と
装
置
自
体
の
レ
ン
ズ
や
窓

が
光
の
強
さ
で
壊
れ
て
し
ま

い
、
Ｎ
Ｉ
Ｆ
は
発
射
の
た
び

に
損
傷
箇
所
を
検
査
・
修
復

し
て
き
た
。
Ｘ
ｃ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ガ

ス
ミ
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と

で
解
決
し
た
。
装
置
の
出
口

近
く
で
ガ
ス
の
中
を
通
る
光

の
相
互
作
用
を
利
用
し
て
パ

ル
ス
を
増
幅
・
圧
縮
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
物
理
的
な
レ
ン

ズ
や
窓
に
負
担
を
か
け
ず
に
、

超
高
出
力
の
レ
ー
ザ
ー
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
撃
ち
込
む
こ

と
が
で
き
る
。
多
数
の
方
角

か
ら
の
レ
ー
ザ
ー
を
束
ね
る

必
要
も
あ
っ
た
が
、
特
殊
な

光
の
パ
タ
ー
ン
を
制
御
す
る

こ
と
で
、わ
ず
か
２
本
の
ビ
ー

ム
だ
け
で
燃
料
を
均
一
に
反

応
さ
せ
る
技
術
も
開
発
し
た
。

　

米
国
の
核
融
合
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プXcimer Energy

と
、

レ
ー
ザ
ー
技
術
の
世
界
大
手

の
独
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
は
こ
の

ほ
ど
、
レ
ー
ザ
ー
核
融
合
を

実
用
化
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
公
表
し
た
。
Ｘ
ｃ
ｉ
ｍ
ｅ

ｒ
は
２
０
２
６
年
内
に
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
「
Ｐ
ｈ
ｏ
ｅ
ｎ
ｉ

ｘ
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）」
を
完

成
さ
せ
、
高
出
力
化
さ
せ
る

ガ
ス
ミ
ラ
ー
に
よ
る
光
の
圧

縮
を
実
証
す
る
計
画
を
立
て

る
。
そ
の
後
、
28
年
に
商
業

ス
ケ
ー
ル
の
実
証
機
「
Ａ
ｎ

千
葉
県
鴨
川
市
や
熊
本
と
大

分
両
県
を
跨
る
阿
蘇
く
じ
ゅ

う
国
立
公
園
な
ど
で
事
業
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

り
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が

条
例
で
規
制
を
強
化
す
る
動

き
が
あ
る
。

　

政
府
の
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
新

設
に
関
し
て
環
境
影
響
評
価

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー
（
Ｐ
Ｂ
）
は
、
人
間
活

動
が
地
球
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
、「
ど
こ
ま
で
な
ら

回
復
可
能
か
」「
ど
こ
か
ら

先
は
不
可
逆
的
で
壊
滅
的
な

変
化
を
起
こ
し
得
る
か
」
と

い
う
閾
値
と
し
て
設
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
閾
値
と
は

あ
る
現
象
が
「
起
こ
る
／
起

こ
ら
な
い
」
を
分
け
る
境
目

と
な
る
値
の
こ
と
で
、
そ
の

値
を
超
え
る
と
危
機
が
加
速

し
だ
す
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
湖
の
水
質
汚
染
で

い
え
ば
、
栄
養
塩
の
流
入
量

が
あ
る
量
ま
で
は
安
定
し
て

い
る
が
、
閾
値
を
超
え
た
あ

た
り
か
ら
一
気
に
ア
オ
コ
が

第 23回

大
発
生
し
、
水
質
が
悪
化
す

る
と
さ
れ
る
。

　

Ｐ
Ｂ
は
、
２
０
０
９
年
に

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
ヨ
ハ

ン
・
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
ら

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
対

象
と
な
る
の
は
、気
候
変
動
、

生
物
多
様
性
の
喪
失
（
生
物

圏
の
完
全
性
）、
土
地
利
用

変
化
、
淡
水
利
用
、
窒
素
・

リ
ン
の
生
物
地
球
化
学
的
循

環
、
化
学
物
質
汚
染
（
新
規

化
学
物
質
）、
海
洋
酸
性
化
、

大
気
エ
ア
ロ
ゾ
ル
、
オ
ゾ
ン

層
破
壊
の
９
項
目
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
大
気
エ
ア
ロ
ゾ

ル
と
オ
ゾ
ン
層
破
壊
を
除
く

７
項
目
で
、
す
で
に
閾
値
を

超
過
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

特
に
危
機
的
な
状
況
だ
と

さ
れ
る
の
が
、
気
候
変
動
と

生
物
多
様
性
の
喪
失
で
あ

る
。
気
候
変
動
の
閾
値
は
大

気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
３
５
０

～
４
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
と
さ
れ
る

が
、
現
状
は
す
で
に
４
２
０

ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
て
い
る
。
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
第
６
次

評
価
報
告
書
で
は
、
現
在
の

気
温
上
昇
の
速
度
と
規
模

は
、少
な
く
と
も
人
類
史（
数

千
＝
１
万
年
）
で
は
前
例
が

な
い
と
評
価
し
て
い
る
。
生

物
多
様
性
の
喪
失
に
つ
い
て

は
、
絶
滅
率
（
１
０
０
万
種

当
た
り
年
間
絶
滅
種
数
）
を

指
標
と
し
て
、
自
然
界
の
背

景
絶
滅
率
を
１
と
し
た
と

き
、
そ
の
10
倍
に
当
た
る
10

が
閾
値
と
さ
れ
る
が
、
現
在

は
１
０
０
を
超
え
て
い
る
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
生
物
多

い
っ
た
形
で
直
接
的
に
実

感
で
き
る
の
に
対
し
、
生
物

多
様
性
の
喪
失
は
実
感
さ
れ

に
く
い
。
そ
の
違
い
は
危

機
の
性
質
に
あ
る
。
気
候
変

動
が
目
に
見
え
や
す
い
「
火

事
」
だ
と
す
れ
ば
、
生
物
多

様
性
の
喪
失
は
地
下
で
静

か
に
進
む
「
水
道
管
の
老
朽

化
」
で
あ
る
。
水
道
管
の
老

朽
化
で
は
、
道
路
の
表
面
は

し
ば
ら
く
何
事
も
な
く
使

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
地
下
で
は
管
が
腐
食
・

漏
水
し
、
土
が
流
さ
れ
て

空
洞
が
広
が
っ
て
い
く
。
そ

し
て
、
重
い
ト
ラ
ッ
ク
が
通

る
、
あ
る
い
は
地
震
が
起
こ

る
と
い
っ
た
き
っ
か
け
で
、

突
然
道
路
が
陥
没
し
、
交
通

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
一
気
に

止
ま
る
。
生
物
多
様
性
の
喪

失
も
生
態
系
の
機
能
が
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
静
か
に
弱
り

続
け
、
あ
る
時
に
地
盤
沈
下

の
よ
う
な
形
で
社
会
を
直
撃

す
る
危
機
と
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
。

　

さ
て
、
環
境
省
・
日
本
自

然
保
護
協
会
に
よ
る
「
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０

里
地
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
里

山
周
辺
の
鳥
・
チ
ョ
ウ
の
う

ち
、
鳥
類
の
約
15
％
、
チ
ョ

ウ
類
の
約
33
％
、
年
間
３
・

５
％
以
上
の
個
体
数
減
少
率

を
示
し
て
お
り
、
こ
の
ペ
ー

ス
が
続
く
と
絶
滅
危
惧
の
基

準
に
達
し
得
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
身
近
な
と
こ
ろ
で

も
生
物
多
様
性
の
喪
失
は
進

行
し
て
お
り
、
そ
れ
が
地
球

全
体
を
揺
る
が
す
危
機
の
一

端
だ
と
想
像
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
静
か
に
進
行
し

て
い
る
地
球
史
に
残
る
壮
大

な
危
機
を
感
じ
る
力
が
試
さ

れ
て
い
る
。

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
気
候

変
動
に
よ
り
海
洋
酸
性
化
・

淡
水
・
土
地
利
用
・
生
物
多

様
性
が
一
斉
に
悪
化
す
る
。

そ
し
て
、
氷
床
崩
壊
、
海
流

変
化
、
ア
マ
ゾ
ン
の
サ
バ
ン

ナ
化
等
、
不
可
逆
的
で
大
規

模
な
転
換
が
起
こ
る
可
能
性

が
あ
る
。
生
物
多
様
性
は
物

質
循
環
・
炭
素
吸
収
・
水
循

環
・
土
壌
形
成
等
を
通
じ
て

地
球
シ
ス
テ
ム
を
内
側
か
ら

支
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
生

態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
崩
壊

（
サ
ン
ゴ
礁
・
熱
帯
林
・
湿

地
等
）
に
よ
り
、
急
に
別
世

界
の
よ
う
に
な
る
変
化
が
起

こ
り
得
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

同
じ
コ
ア
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー

で
あ
り
な
が
ら
、
気
候
変
動

は
猛
暑
や
豪
雨
の
頻
発
と

武
蔵
野
大
学
工
学
部
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
科
教
授
　

白
井 

信
雄

キ
ー
ワ
ー
ド　

 

で
考
え
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

様
性
お
よ
び
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
政
府
間
科
学
‐

政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
）
の
評
価
に

よ
れ
ば
、
約
８
０
０
万
種
と

見
積
も
ら
れ
る
動
植
物
の
う

ち
、
お
よ
そ
１
０
０
万
種
が

絶
滅
危
惧
と
さ
れ
、
過
去
１

５
０
年
で
植
物
・
動
物
の
遺

伝
的
多
様
性
の
１
割
以
上
が

失
わ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
地
球
46
億
年
の

歴
史
で
５
回
の「
大
量
絶
滅
」

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
現

在
は
「
第
６
の
大
量
絶
滅
」

の
入
口
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ

の
速
度
と
規
模
は
異
常
な
状

況
に
あ
る
。

　

Ｐ
Ｂ
の
他
の
項
目
で
も
閾

値
を
超
え
て
い
る
が
、
こ
の

２
つ
が
特
に
危
機
的
と
さ
れ

る
の
は
コ
ア
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
～
目
先
の
火
事
と
水
道
管
の
老
朽
化

　

経
済
産
業
、
農
林
水
産
、

国
土
交
通
、
環
境
の
４
省
は

10
日
、
日
本
繊
維
板
工
業
会

と
「
建
築
物
木
材
利
用
促
進

協
定
」
を
締
結
し
た
。
同
協

定
は
、「
都
市
（
ま
ち
）
の

木
造
化
推
進
法
」に
基
づ
き
、

木
質
ボ
ー
ド
の
利
用
拡
大
や

建
設
発
生
木
材
の
再
資
源
化

を
通
じ
て
、
脱
炭
素
社
会
と

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
。
協
定
の
有
効
期
間

は
２
０
３
１
年
３
月
末
ま
で

で
、
対
象
区
域
は
全
国
に
及

ぶ
。

　

建
築
物
に
お
け
る
木
質

ボ
ー
ド
の
使
用
部
位
や
用
途

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

木
材
チ
ッ
プ
の
原
料
と
し
て

未
利
用
材
や
廃
木
材
を
積
極

的
に
活
用
す
る
。
特
に
「
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
法
基
本
方

針
」
に
則
り
、
建
設
発
生
木

材
の
再
資
源
化
に
よ
る
資
源

循
環
を
強
力
に
推
進
す
る
。

　

脱
炭
素
化
に
向
け
た
数
値

目
標
と
可
視
化
に
取
り
組

む
。
協
定
期
間
内
に
、
25
年

比
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
10
％

削
減
す
る
。
ま
た
、
建
築
物

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ

ン
（
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
２
）
評
価
を

通
じ
て
木
材
利
用
の
環
境
効

果
を
可
視
化
し
、
設
計
・
施

工
者
等
へ
の
情
報
発
信
や
セ

ミ
ナ
ー
周
知
を
行
う
。

　

木
材
関
連
事
業
者
を
つ
な

ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「
も

り
ん
く
」
の
活
用
や
、
木
質

ボ
ー
ド
の
原
単
位
整
備
、
技

術
開
発
を
推
進
す
る
。

　

国
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
対
し
、
技
術
的
助
言
や
補

助
事
業
の
情
報
提
供
、
相
談

窓
口
の
紹
介
、
積
極
的
な
広

報
活
動
を
通
じ
て
支
援
を
行

う
方
針
。

　

日
本
政
策
投
資
銀
行
（
Ｄ

Ｂ
Ｊ
）
と
小
田
急
電
鉄
、
京

王
電
鉄
な
ど
関
東
の
私
鉄
・

グ
ル
ー
プ
企
業
８
社
は
２

日
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
に
太

陽
光
発
電
所
を
建
設
・
運
営

す
る
事
業
を
協
働
で
実
施
す

る
と
発
表
し
た
。す
で
に「
合

同
会
社
Ｒ
Ｄ
ソ
ー
ラ
ー
パ

ワ
ー
（
Ｒ
Ｄ
社
）」
を
通
じ

て
建
設
工
事
を
開
始
し
て
い

る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

複
数
の
鉄
道
事
業
者
と
金
融

機
関
が
連
携
し
、
自
ら
太
陽

光
発
電
所
を
開
発
・
所
有
・

運
営
し
た
上
で
、
発
電
さ
れ

た
電
力
を
自
社
の
鉄
道
事
業

ン
ド
」
を
活
用
し
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
促
進
を

支
援
す
る
。

　

小
田
急
と
京
王
以
外
の
鉄

道
会
社
は
、
京
成
電
鉄
、
京

浜
急
行
電
鉄
、
西
武
鉄
道
、

相
鉄
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
、

東
急
電
鉄
、
東
武
鉄
道
。

等
で
使
用
す
る
と
い
う
、
全

国
で
も
初
の
試
み
。

　

建
設
地
は
、
青
森
県
上
北

郡
六
ヶ
所
村
の
「
む
つ
小
川

原
開
発
地
区
」
で
、
設
備
容

量
は
21
・
75
㍋
㍗
に
達
す
る
。

総
工
費
は
約
60
億
円
を
見
込

み
、
29
年
２
月
の
運
転
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

　

鉄
道
は
も
と
も
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
高
い
輸
送
手
段

だ
が
、
さ
ら
な
る
Ｃ
Ｏ
２

排

出
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
回
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
各
社
は
再
エ
ネ
を
直
接

調
達
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
脱
炭
素
化
の
流
れ
を
一

段
と
加
速
さ
せ
る
狙
い
が
あ

る
。

　

事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
環
境
保
全
や
地
域
振
興

に
も
配
慮
し
て
い
る
。
こ
の

発
電
事
業
は
六
ヶ
所
村
の

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促

進
に
よ
る
農
山
漁
村
活
性
化

基
本
計
画
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
農
林
漁
業
の
発

展
と
調
和
し
た
形
で
の
運
営

を
目
指
す
。

　

資
金
面
で
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が

「
グ
リ
ー
ン
投
資
促
進
フ
ァ

る
と
、
事
業
用
電
気
工
作
物

の
製
造
事
業
者
や
輸
入
販
売

事
業
者
、
工
事
業
者
と
い
っ

た
関
係
事
業
者
の
協
力
を
得

る
た
め
の
具
体
的
制
度
と
し

て
、
経
産
相
に
よ
る
報
告
徴

収
や
立
入
検
査
、
製
品
評
価

技
術
基
盤
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）

に
よ
る
製
造
事
業
者
等
へ
の

立
入
検
査
を
可
能
に
す
る
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
産
相
は
、
製
造

事
業
者
等
へ
の
立
入
検
査
の

際
に
、
現
地
で
検
査
が
困
難

な
事
業
用
電
気
工
作
物
に
つ

い
て
、
そ
の
所
有
者
・
占
有

者
に
対
し
提
供
を
命
じ
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
経
産
相
が
設
置
者

に
対
し
技
術
基
準
適
合
命
令

を
行
っ
た
際
、
関
係
事
業
者

が
協
力
せ
ず
、
そ
の
実
施
に

支
障
が
あ
る
場
合
は
、
経
産

相
に
よ
る
勧
告
や
勧
告
に
従

わ
な
い
場
合
の
公
表
を
可
能

に
す
る
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
設
計
の
不
備
に
よ

る
事
故
を
防
止
し
、
安
全
性

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
観
点

か
ら
、
太
陽
電
池
発
電
設
備

に
つ
い
て
、
土
木
建
築
の
専

門
性
を
有
す
る
第
三
者
機
関

が
工
事
前
に
構
造
に
関
す
る

技
術
基
準
へ
の
適
合
性
を
確

認
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
専

門
機
関
を
伴
う
立
入
検
査
や

法
令
違
反
等
が
疑
わ
れ
る
案

件
の
現
地
調
査
の
実
施
を
強

化
し
て
、
技
術
基
準
適
合
性

の
確
認
と
設
備
の
補
修
に
関

す
る
指
導
に
努
め
る
と
と
も

に
、
補
修
の
必
要
性
に
関
す

る
設
置
者
の
理
解
促
進
や
補

修
技
術
の
普
及
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
は
12
日
、
産

業
構
造
審
議
会
（
経
産
相
の

諮
問
機
関
）
の
有
識
者
小
委

員
会
が
ま
と
め
た
「
太
陽
電

池
発
電
設
備
等
の
発
電
設
備

を
巡
る
保
安
上
の
課
題
と
対

応
の
方
向
性
」
に
係
る
報
告

書
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

　

商
工
組
合
中
央
金
庫
（
商
工

中
金
）と
三
菱
重
工
業
は
12
日
、

中
小
企
業
の
脱
炭
素
化
を
支
援

す
る
新
た
な
枠
組
み
の
構
築
に

合
意
し
た
と
発
表
し
た
。
商
工

中
金
が
持
つ
中
小
企
業
向
け
の

脱
炭
素
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、

三
菱
重
工
が
自
社
工
場
で
培
っ

た
省
エ
ネ
技
術
を
融
合
さ
せ
、

中
小
企
業
が
抱
え
る
脱
炭
素
と

事
業
両
立
の
課
題
解
決
を
進
め

る
枠
組
み
を
構
築
、
国
内
産
業

の
Ｇ
Ｘ
を
加
速
さ
せ
る
狙
い
。

　

政
府
は
２
０
５
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
て
Ｇ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
る
。

26
年
度
か
ら
は
排
出
量
取
引
制

度
（
Ｇ
Ｘ-

Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
が
本
格

稼
働
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
や
削

減
量
に
価
格
が
設
定
さ
れ
る
社

会
が
到
来
す
る
。
一
方
、
多
く

の
中
小
企
業
は
「
脱
炭
素
に
取

り
組
む
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
見

え
な
い
」「
具
体
的
な
効
果
が

分
か
り
に
く
い
」
と
い
っ
た
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
最
初
の
一

歩
と
な
る
省
エ
ネ
も
十
分
に
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
。

　

今
回
の
連
携
の
核
と
な
る
の

は
、
三
菱
重
工
の
脱
炭
素
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
「
Ｍ
Ａ

Ｃ
カ
ー
ブ
（
限
界
削
減
費
用
曲

線
）」
を
用
い
た
Ｃ
Ｏ
２

排
出

削
減
手
法
。
こ
れ
は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
施
策
の
費
用
対
効
果
を
可

視
化
す
る
も
の
で
、
三
菱
重
工

は
専
門
知
識
が
な
く
て
も
利
用

で
き
る
簡
易
ツ
ー
ル
と
し
て
こ

れ
を
標
準
化
し
た
。
商
工
中
金

は
こ
の
ツ
ー
ル
を
中
小
企
業
の

実
情
に
合
わ
せ
て
高
度
化
し
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
た
客
観
的

な
提
案
や
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
の
金
融
支

援
を
一
気
通
貫
で
提
供
し
て
い

く
。

　

両
社
は
、
こ
の
提
携
を
第
一

歩
と
し
て
、
将
来
的
に
は
自
治

体
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
ん

だ
大
き
な
枠
組
み
づ
く
り
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。
脱
炭
素
と

事
業
成
長
の
両
立
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
国
内
産
業
の
競
争
力

強
化
に
貢
献
す
る
構
え
。

　

日
本
ガ
イ
シ
と
東
邦
ガ
ス

は
11
日
、
工
場
や
プ
ラ
ン

ト
施
設
の
排
ガ
ス
向
け
の

Ｃ
Ｏ
２

分
離
回
収
技
術
と
し

て
、
サ
ブ
ナ
ノ
セ
ラ
ミ
ッ
ク

膜
を
使
用
し
た
新
た
な
分
離

プ
ロ
セ
ス
の
実
証
試
験
を
開

始
す
る
と
発
表
し
た
。
日
本

ガ
イ
シ
が
開
発
し
た
サ
ブ
ナ

ノ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
を
活
用

し
、
東
邦
ガ
ス
が
実
用
的
な

Ｃ
Ｏ
２

回
収
プ
ロ
セ
ス
を
試

す
。
同
膜
分
離
装
置
と
他
社

の
物
理
吸
着
装
置
を
組
み
合

わ
せ
た
Ｃ
Ｏ
２

分
離
回
収
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
試
験
を
実
施

し
、
実
際
の
排
ガ
ス
か
ら
Ｃ

Ｏ
２

を
分
離
す
る
試
験
を
通

じ
性
能
を
確
認
す
る
。

　

実
証
実
験
で
、
こ
れ
ま
で

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
が
難

し
か
っ
た
産
業
分
野
で
も
Ｃ

Ｏ
２

の
回
収
・
利
用
が
可
能

に
な
る
か
試
す
。
日
本
ガ
イ

シ
の
Ｃ
Ｏ
２

分
離
膜
は
「
分

子
の
大
き
さ
の
違
い
」
に
加

え「
分
子
の
吸
着
性
の
違
い
」

を
利
用
す
る
。
Ｃ
Ｏ
２

と
分

子
径
が
近
い
窒
素
や
酸
素
を

多
く
含
む
排
ガ
ス
で
も
高
い

分
離
性
能
を
発
揮
す
る
。

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
技
術
の
優
れ

た
耐
久
性
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
ガ
ス
に
も
適
用
で
き

る
。
さ
ら
に
独
自
の
膜
構
造

で
コ
ン
パ
ク
ト
化
で
き
、
設

置
の
制
約
の
多
い
既
存
設
備

に
も
後
付
け
で
組
み
込
め

る
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減

し
た
い
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
応
え
ら
れ
る
。

　

太
陽
光
発
電
装
置
開
発
の

日
本
カ
ー
ネ
ル
シ
ス
テ
ム
は

こ
の
ほ
ど
、
福
島
県
が
進
め

て
い
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
化
実
証
研
究
支
援

事
業
」
の
一
環
と
し
て
行

な
っ
て
い
る
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
模
擬
電
源
の

開
発
」
の
進
捗
状
況
を
公
開

し
た
。
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太

陽
電
池
の
評
価
か
ら
等
価
回

路
モ
デ
ル
の
策
定
、
制
御
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
装
、
そ
し
て

回
生
型
直
流
模
擬
電
源
の
機

能
拡
張
ま
で
、
一
連
の
開
発

過
程
を
報
告
し
た
。

　

模
擬
電
源
は
電
子
機
器
の

開
発
や
品
質
評
価
の
現
場

で
、
実
際
の
電
源
に
代
わ
り

特
定
の
電
圧
や
電
流
な
ど
の

特
徴
を
擬
似
的
に
作
り
出
す

た
め
に
使
わ
れ
る
。
ペ
ロ
ブ

ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
を
再
現

す
る
こ
と
で
性
能
評
価
や
シ

ス
テ
ム
開
発
の
効
率
化
に
つ

な
が
る
。

　

同
社
の
評
価
で
は
、
入
手

可
能
な
複
数
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
複
数
の
検
査
装
置
を
使
い

評
価
し
た
。
そ
の
結
果
、
負

荷
の
変
化
方
向
や
変
化
幅
、

変
化
ス
ピ
ー
ド
に
応
じ
て
特

性
が
変
化
す
る
と
分
か
っ
た
。

特
に
性
能
評
価
に
つ
い
て
は
、

製
品
間
の
顕
著
な
差
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
の
評
価
結
果
を
基
に
、
等

価
回
路
モ
デ
ル
の
策
定
を
進

め
た
。
こ
れ
ま
で
の
シ
リ
コ

ン
系
の
等
価
回
路
モ
デ
ル
で

は
必
要
と
な
ら
な
か
っ
た
パ

ラ
メ
ー
タ
を
追
加
す
る
こ
と

で
、
電
流
が
変
化
し
た
場
合

の
様
子（
負
荷
過
渡
特
性
）や
、

前
と
後
の
状
態
の
影
響
（
ヒ

ス
テ
リ
シ
ス
性
）
を
再
現
で

き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
装

も
進
め
て
い
る
。
現
在
試
作

し
た
直
流
電
流
源
に
お
い

て
、
開
発
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
装
し
研
究
開
発
を
継
続

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
提
供
し
て
い
た
回
生
型

直
流
模
擬
電
源
に
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
太
陽
電
池
模
擬
機
能

を
追
加
し
た
デ
モ
機
の
無
料

貸
し
出
し
も
開
始
し
た
。

　

第
一
実
業
は
９
日
、「
Ｐ

Ｖ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
国
際
太
陽
光

発
電
展
」（
17
〜
19
日
開

催
）
に
、
米
国
テ
キ
サ
ス

州
に
本
社
を
構
え
るAlpha 

Precision Systems Inc

（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
の
タ
ー
ン

キ
ー
製
造
ラ
イ
ン
を
展
示
す

る
と
発
表
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
の

技
術
は
、
洗
浄
装
置
か
ら

レ
ー
ザ
ー
装
置
、
塗
布
機
、

原
子
層
堆
積
（
Ａ
Ｌ
Ｄ
）、

真
空
蒸
着
、
検
査
、
封
止
工

程
ま
で
カ
バ
ー
す
る
タ
ー
ン

キ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
で
き
る
。
開
発
か
ら
パ
イ

ロ
ッ
ト
生
産
、
量
産
ま
で
用

途
に
応
じ
た
製
造
ラ
イ
ン
を

提
案
す
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｓ
の
技
術
に
よ
り
素

早
い
ラ
イ
ン
立
上
げ
と
開
発

ス
ピ
ー
ド
の
向
上
が
可
能
と

な
る
。
ガ
ラ
ス
基
材
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
基
材
、
両
基
材
に

対
応
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
Ａ

Ｐ
Ｓ
は
３
０
０
㍉
㍍
四
方

と
、
１
２
０
０
×
６
０
０
㍉

㍍
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
試
作
ラ
イ
ン
を
保
有
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
23
％
以

上
、
20
％
以
上
の
発
電
効
率

を
達
成
し
て
い
る
。

　

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
は
高
い
効
率
と
低
コ
ス
ト

で
の
製
造
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
次
世
代
の
太
陽
電

池
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
技
術
で
こ
れ

ら
の
太
陽
電
池
の
製
造
ラ
イ

ン
の
構
築
が
容
易
に
な
り
、

太
陽
光
発
電
の
普
及
に
寄
与

す
る
と
見
込
む
。

へ
の
投
資
可
能
性
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
ナ
セ
ル
の

最
終
組
立
や
完
全
組
立
を
実

施
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
策
定
に
つ
い
て
、
日
本

の
洋
上
風
力
市
場
の
成
長
を

前
提
と
し
て
合
意
し
た
。

　

ベ
ス
タ
ス
は
日
本
通
運

や
、
風
力
発
電
建
設
を
手
掛

け
る
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｉ
の
日
本

企
業
と
交
わ
し
た
覚
書
で
、

国
内
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
行
と
Ｓ
Ｃ
強
化
を
図

る
。
特
に
日
本
通
運
と
の
協

力
で
、
同
社
の
持
つ
グ
ロ
ー

バ
ル
な
物
流
能
力
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
を
目
指

す
。

　

風
力
発
電
装
置
の
世
界
最

大
手
、ベ
ス
タ
ス（
デ
ン
マ
ー

ク
）
は
９
日
、
日
本
の
経
済

産
業
省
と
共
同
で
風
力
発
電

設
備
の
製
造
拠
点
を
設
立
す

る
協
力
覚
書
を
締
結
し
た
。

さ
ら
に
複
数
の
国
内
企
業
と

も
洋
上
風
力
分
野
の
企
業
間

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
Ｓ
Ｃ
）

に
つ
い
て
協
力
の
覚
書
も
署

名
。
山
田
賢
司
経
済
産
業
副

大
臣
が
立
ち
会
っ
た
。
日
本

の
風
力
発
電
業
界
の
活
性
化

や
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
削
減
と
、
電
力
供
給
の
脱

炭
素
化
技
術
を
獲
得
す
る
。

　

ベ
ス
タ
ス
は
２
０
２
９
年

度
ま
で
に
日
本
国
内
に
発
電

機
の
う
ち
軸
の
後
ろ
で
機
械

類
を
収
納
す
る
ナ
セ
ル
の
最

終
組
立
拠
点
を
設
立
す
る
。

経
産
省
が
最
大
限
支
援
す

る
。
さ
ら
に
一
定
の
条
件
が

達
成
で
き
れ
ば
39
年
度
ま
で

に
ナ
セ
ル
の
完
全
生
産
拠
点

を
設
立
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

も
策
定
し
た
。

　

経
産
省
と
は
、
25
年
７
月

に
両
社
の
協
力
関
係
を
探
る

ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
を
設
立

し
て
以
降
、
国
内
に
お
け
る

洋
上
・
陸
上
風
力
の
大
規
模

導
入
の
促
進
や
、
国
内
Ｓ
Ｃ

　

ベ
ス
タ
ス
の
バ
イ
ス
・
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
、ラ
フ
ァ
エ
ル
・

ウ
オ
氏
は
「
経
産
省
と
の
継

続
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
感
謝
す
る
。
風
力
発
電
の

大
規
模
導
入
を
支
援
し
、
主

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
経

済
産
業
省
と
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。
同
社
は

１
９
９
３
年
に
日
本
へ
最
初

の
風
力
発
電
機
を
納
入
し
、

全
国
で
１
・
８
㌐
㍗
以
上
の

設
備
を
導
入
し
て
い
る
。
さ

ら
に
６
８
５
㍋
㍗
が
建
設
中

で
、
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
目
標
を
支
援
し

て
い
く
考
え
。

（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
の

対
象
を
広
げ
る
こ
と
も
入
っ

て
い
る
。
現
行
の
ア
セ
ス
制

度
で
は
４
万
㌔
㍗
以
上
が
必

須
で
、
３
万
㌔
㍗
以
上
～
４

万
㌔
㍗
未
満
は
実
施
の
要
否

を
個
別
に
判
断
す
る
。
環
境

省
は
こ
の
基
準
を
引
き
下
げ

る
政
令
改
正
を
今
夏
ま
で
に

行
う
方
針
だ
。

ｖ
ｉ
ｌ
」
を
建
設
し
、
30
年

代
初
頭
に
世
界
最
高
出
力
の

レ
ー
ザ
ー
施
設
「
Ｖ
ｕ
ｌ
ｃ

ａ
ｎ
」
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
倍

を
達
成
さ
せ
る
。
30
年
代
半

ば
に
は
最
初
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ラ
ン
ト
「
Ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ａ
」

の
稼
働
を
目
指
す
。

　

米
国
の
国
立
点
火
施
設

（
Ｎ
Ｉ
Ｆ
）
は
22
年
に
、レ
ー

ザ
ー
核
融
合
で
史
上
初
め

て
、
投
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上

回
る
出
力
を
得
る
「
科
学
的

損
益
分
岐
点
」を
突
破
し
た
。

た
だ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
の
技
術
を
そ
の

「
悪
い
再
エ
ネ
」か
ら
の
電
力
調
達
回
避
へ

閣
議
決
定 
筒
井
経
団
連
会
長
の
日
生
も
呼
応

筒井経団連会長 石原環境相

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
模
擬
電
源
の
開
発

�

日
本
カ
ー
ネ
ル
シ
ス
テ
ム 

開
発
経
過
を
報
告

環境新聞オンライン公式Ｘ（ツイッター）始めました。
フェイスブックも引き続きよろしくお願いします。
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い
評
価
分
類
が
導
入
さ
れ

た
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
今
年
３

月
１
日
か
ら
新
し
い
大
気
環

境
基
準
（
連
載
第
１
４
６
回

参
照
）
が
適
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
指
標
で
は
連
続
性
が
な
く

な
る
こ
と
な
ど
か
ら
理
解
で

き
る
。
④
の
「
優
良
水
域
」

の
評
価
分
類
は
今
回
初
め
て

目
に
し
た
の
で
、
今
後
研
究

し
て
ま
た
別
の
機
会
に
紹
介

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

環
境
総
合

大
規
模
利
活
用
で
調
査
・
実
証

�

関
西
電
力
な
ど
12
社
が
基
本
合
意

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
発
生
源
特
定
へ

安
定
同
位
体
比
を
高
精
度
分
析

�

芝
浦
工
大
と
産
総
研

水
素
発
電
の
次
世
代
燃
料
供
給

世
界
初
、シ
ス
テ
ム
を
運
転
開
始

�

川
崎
重
工
と
神
戸
製
鋼

グ リ ー ン
水 素

再
エ
ネ
活
用
し「
防
災
」と「
物
流
」に
焦
点

�
水
素
利
活
用
実
証
事
業
の
視
察
会
開
催

　

京
都
府
で
は
、
22
年
か
ら

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
や

燃
料
電
池
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

導
入
事
業
に
対
し
て
自
己
負

担
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て

い
る
ほ
か
、
26
年
度
か
ら
は

再
エ
ネ
水
素
発
電
に
資
す
る

燃
料
電
池
等
に
も
補
助
し
て

い
く
予
定
。
３
月
２
日
に
は

水
素
社
会
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
活
躍
可
能
な
人
材
を

輩
出
す
べ
く
、
企
業
向
け
の

人
材
育
成
研
修
会
も
開
催
し

て
お
り
、
脱
炭
素
化
へ
の
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

水
素
利
活
用
拡
大
と
、
そ
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
引

き
続
き
推
進
す
る
。

　

京
都
府
で
は
、
２
０
１
４

年
に
国
が
示
し
た
水
素
・
燃

料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
受
け
て
15
年
に
「
京
都
府

燃
料
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
普

及
・
水
素
イ
ン
フ
ラ
整
備
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
25
年

度
ま
で
に
23
カ
所
の
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
を
目
指
し

た
。
だ
が
、
実
績
で
は
26
年

12
月
時
点
で
１
カ
所
に
と
ど

ま
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
関
連
の
普
及

が
想
定
通
り
に
進
ま
な
い

中
、
19
年
に
は
「
京
都
府
水

素
社
会
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、

産
学
官
で
水
素
活
用
に
つ
い

て
熟
考
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
て
「
地
域
課
題
の

解
決
」
と
「
産
業
振
興
」
を

目
指
す
こ
と
と
し
、
社
会
実

装
の
可
能
性
が
高
い
テ
ー
マ

と
し
て
「
防
災
」
と
「
物
流
」

に
焦
点
を
当
て
て
水
素
利
活

用
に
取
り
組
み
、
実
証
実
験

等
を
行
っ
て
き
た
。

　

防
災
に
関
し
て
は
、
太
陽

光
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
再

エ
ネ
を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン

水
素
を
製
造
し
、
純
水
素
燃

料
電
池
（
固
体
酸
化
物
形
燃

料
電
池
）
で
発
電
し
て
港
湾

施
設
へ
電
力
供
給
す
る
実
証

を
舞
鶴
港
国
際
埠
頭
で
実
施

し
て
い
る
。

　

物
流
に
関
し
て
は
、
燃
料

電
池
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
普

及
に
向
け
た
導
入
実
証
実
験

を
21
年
か
ら
場
所
や
要
件
な

ど
を
変
え
な
が
ら
３
年
に
わ

た
っ
て
実
施
。
23
年
度
か
ら

は
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
物
流

に
着
目
し
、
現
在
は
福
知
山

市
の
長
田
野
工
業
団
地
に
移

動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｖ
活
用
に
向

け
た
実
証
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
視
察
会
で
は
、
水

素
の
利
活
用
に
関
心
が
あ
る

企
業
の
担
当
者
な
ど
に
向
け

て
舞
鶴
と
福
知
山
の
両
実
証

実
験
を
公
開
し
た
。
当
日

は
、
脱
炭
素
社
会
推
進
課
が

京
都
府
の
水
素
関
連
施
策
に

つ
い
て
説
明
し
た
後
、
エ
ノ

ア
（
愛
知
県
）
が
舞
鶴
港
で

の
再
エ
ネ
水
素
蓄
電
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
ヤ
マ
ト
・

H2Energy Japan

が
福
知

山
で
の
移
動
式
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン（
オ
ン
サ
イ
ト
方
式
）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
証

実
験
の
あ
ら
ま
し
を
解
説
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
２
台
の

バ
ス
に
分
乗
し
て
現
地
に
向

か
い
視
察
を
行
っ
た
。

　

舞
鶴
港
国
際
埠
頭
に
は
、

グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
に
向
け

て
従
来
型
太
陽
光
発
電
設
備

と
、
再
エ
ネ
導
入
拡
大
の
切

り
札
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
を

設
置
。
太
陽
光
発
電
に
よ
る

電
力
か
ら
水
電
解
装
置
で
水

素
を
製
造
し
、
エ
ノ
ア
の
水

素
タ
ン
ク
に
貯
蔵
。
ア
イ
シ

ン
製
の
純
水
素
燃
料
電
池
で

空
気
中
の
酸
素
と
合
わ
せ
て

発
電
し
、
コ
ン
テ
ナ
倉
庫
内

の
照
明
や
水
銀
灯
な
ど
に
電

力
供
給
し
て
い
る
。
現
場
で

は
電
解
装
置
や
電
池
が
働
く

様
子
を
見
せ
た
ほ
か
、
設
置

し
た
ペ
ブ
ロ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
の
仕
組
み
や
能
力
な
ど

も
説
明
し
た
。
ま
た
再
エ
ネ

利
用
の
水
素
蓄
電
シ
ス
テ
ム

で
は
、
電
力
の
ほ
か
酸
素
や

熱
を
余
す
こ
と
な
く
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
気
象
観
測
や
気
象
予
報

か
ら
発
電
量
を
予
測
し
な
が

ら
行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

も
紹
介
し
、
参
加
者
か
ら
の

質
問
等
に
も
答
え
た
。

　

次
に
福
知
山
市
の
長
田
野

工
業
団
地
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
京
都
工
場
で
実
証
中
の
移

動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

視
察
。
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
に
35

Ｍ
Ｐ
ａ
（
約
３
５
０
気
圧
）

の
水
素
充
填
設
備
を
搭
載
し

て
お
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
に
水
素
を

充
填
す
る
様
子
も
見
学
し

た
。
ま
た
、
隣
に
は
電
解
式

水
素
製
造
装
置
等
を
搭
載
し

た
ト
ラ
ッ
ク
を
並
べ
、
水
素

製
造
の
仕
組
み
や
機
器
に
つ

い
て
も
紹
介
し
た
。

　

同
団
地
で
は
23
年
度
に
工

業
団
地
内
で
水
素
を
巡
回
配

送
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に
水

素
供
給
す
る
実
証
も
行
っ
て

お
り
、
高
価
な
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
用
意
で
き
な
い

小
規
模
ユ
ー
ザ
ー
で
も
容
易

に
水
素
利
用
に
取
り
組
め
る

環
境
づ
く
り
を
模
索
し
て
い

る
。

　

今
回
の
実
証
で
は
プ
ラ
グ

イ
ン
Ｅ
Ｖ
機
能
（
外
部
充
電

機
能
）
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｆ

Ｃ
Ｖ
車
を
３
社
に
３
カ
月
ず

つ
営
業
車
と
し
て
利
用
し
て

も
ら
い
、
運
転
記
録
や
所
感

な
ど
を
集
め
て
結
果
を
分

析
。
実
用
化
に
向
け
、
さ
ら

な
る
課
題
の
洗
い
出
し
な
ど

を
行
う
。
３
カ
月
間
業
務
に

使
っ
た
試
用
者
は
「
加
速
や

運
転
に
関
し
て
は
普
通
車
と

同
じ
。
た
だ
、
残
り
の
燃
料

量
は
常
に
気
に
な
っ
た
。
遠

出
は
し
に
く
か
っ
た
」
と
本

音
を
語
っ
た
。
試
用
し
た
Ｆ

Ｃ
Ｖ
の
試
乗
体
験
会
も
開
か

れ
、
参
加
者
は
順
番
に
実
際

の
運
転
操
作
や
乗
り
心
地
を

確
か
め
た
。

　

水
素
は
主
に
高
圧
ガ
ス
容

器
を
用
い
て
貯
蔵
・
輸
送
さ

れ
る
た
め
、
高
圧
ガ
ス
保
安

対
応
に
よ
る
コ
ス
ト
が
か
か

り
、
価
格
の
半
分
以
上
が
輸

送
費
と
さ
れ
て
い
る
。
太
陽

光
発
電
な
ど
の
再
エ
ネ
を
用

い
た
グ
リ
ー
ン
水
素
を
そ
の

場
で
作
っ
て
そ
の
場
で
使
う

オ
ン
サ
イ
ト
型
の
場
合
、
コ

ス
ト
面
の
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
か

輸
送
に
か
か
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減

効
果
も
見
込
め
る
。

　

島
津
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
は

こ
の
ほ
ど
、
市
販
の
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
か
ら
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
が
検
出

さ
れ
る
と
い
う
問
題
に
対
応

し
分
析
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し

た
と
発
表
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

の
対
象
は
ペ
ッ
ト
の
健
康
リ

ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
、
犬

用
、
猫
用
、
そ
の
他
小
動
物

向
け
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
動

物
用
医
薬
品
、
サ
プ
リ
メ
ン

ト
と
、製
品
に
関
わ
ら
な
い
。

フ
ー
ド
の
形
状
（
ド
ラ
イ
、

ウ
ェ
ッ
ト
）
を
問
わ
ず
分
析

対
応
す
る
。

　

検
査
の
物
質
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、

Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
の
３
つ
。
必
要

試
料
を
30
㌘
提
供
す
る
こ
と

　

芝
浦
工
業
大
学
の
川
島
洋

人
教
授
と
、
産
業
技
術
総
合

研
究
所
の
谷
保
佐
知
副
研
究

部
門
長
・
研
究
グ
ル
ー
プ
長

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
10

日
、
環
境
や
人
体
へ
の
影
響

が
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
て
い

る
「
永
遠
の
化
学
物
質
」
で

あ
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の
う
ち
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
２
物
質

の
炭
素
安
定
同
位
体
比
を
分

析
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と

発
表
し
た
。
こ
れ
は
発
生
源

を
特
定
し
た
り
製
造
プ
ロ
セ

ス
で
の
物
質
を
探
索
す
る
の

に
活
用
で
き
る
新
た
な
分
析

基
盤
と
な
る
。
化
学
物
質
の

環
境
中
で
の
行
動
を
理
解
す

る
の
に
つ
な
が
る
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
揮
発

し
に
く
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
対
象

と
す
る
場
合
、
燃
焼
・
ガ
ス

化
の
工
程
を
前
提
と
し
て
お

り
測
定
が
困
難
だ
っ
た
従
来

法
「
安
定
同
位
体
比
質
分
析

計
（
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
）」
に
代
わ

る
新
た
な
手
法
を
検
討
し

た
。
同
工
程
を
必
要
と
せ
ず

に
安
定
同
位
体
比
を
直
接
測

定
す
る
新
手
法
「
高
分
解
能

精
密
質
量
分
析
装
置
（
Ｏ
ｒ

ｂ
ｉ
ｔ
ｒ
ａ
ｐ
）」
を
開
発

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
炭
素
安
定

同
位
体
比
を
分
析
す
る
方
法

を
確
立
し
、
測
定
条
件
を
最

適
化
す
る
こ
と
で
高
い
精
度

を
実
現
し
た
。

　

２
物
質
の
炭
素
安
定
同
位

体
比
分
析
に
成
功
し
た
こ
と

で
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
製
造
方
法
の

違
い
を
同
比
で
識
別
で
き
る

可
能
性
を
示
し
た
。
そ
の
上

で
実
環
境
試
料
へ
の
適
用
可

能
性
を
検
証
し
た
。
試
薬

メ
ー
カ
ー
や
ロ
ッ
ト
の
異
な

る
試
薬
を
比
較
し
た
結
果
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
中
に
は
複
数
の

グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、
製
造

方
法
の
違
い
を
反
映
し
て
い

る
可
能
性
を
示
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
低
濃
度
域
で

の
実
環
境
試
料
へ
の
適
用

や
、
２
物
質
以
外
の
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
へ
測
定
対
象
を
拡
大
を
検

討
し
て
い
く
。
環
境
動
態
の

解
明
、
原
材
料
や
製
造
・
処

理
工
程
の
追
跡
技
術
を
確
立

し
て
い
く
考
え
。

る
も
の
。

　

同
シ
ス
テ
ム
で

は
、
液
化
水
素
ポ
ン

プ
が
水
素
を
液
体
の

ま
ま
効
率
的
に
昇
圧

す
る
た
め
、
既
存
の

水
素
を
ガ
ス
状
態
で

昇
圧
し
発
電
設
備
に

供
給
す
る
方
式
に
比

べ
、
大
き
な
圧
縮
動

力
を
必
要
と
せ
ず
、

発
電
シ
ス
テ
ム
全
体

の
省
エ
ネ
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｆ
Ｖ
で
気
化
時

に
発
生
す
る
冷
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
回
収
す
る
こ
と
で
、

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
吸
気
冷
却

用
途
を
は
じ
め
、
冷
凍
・
冷

蔵
設
備
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
冷
却
、
業
務
用
・
産
業
用

空
調
な
ど
、
多
様
な
用
途
へ

の
応
用
が
可
能
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
将
来
の
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
・
工
場
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
等
に
お
け
る
水
素
熱

電
併
給
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実

装
を
見
据
え
た
、
液
化
水
素

に
よ
る
大
規
模
水
素
発
電
へ

の
拡
張
性
も
備
え
て
い
る
。

　

両
社
は
今
後
、
水
素
発
電

に
お
け
る
効
率
性
・
安
全
性
・

運
用
性
に
優
れ
た
水
素
供
給

モ
デ
ル
の
構
築
に
よ
り
、
液

化
水
素
を
中
心
と
し
た
水
素

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
形
成

を
前
進
さ
せ
、
水
素
利
用
の

拡
大
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
く
考
え
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
同
社
が

２
０
１
６
年
か
ら
19
年
に
か

け
て
実
施
し
た
架
け
替
え
工

事
で
撤
去
さ
れ
、
ラ
オ
ス
政

府
が
保
管
し
て
い
る
総
延
長

約
２
５
０
㍍
の
鋼
橋
桁
を
対

象
と
す
る
。
現
況
調
査
や
材

料
試
験
を
通
じ
て
、
補
修
・

補
強
に
よ
る
本
設
橋
や
仮
設

橋
へ
の
再
生
可
能
性
を
検
討

し
、
新
規
調
達
と
比
較
し
た

経
済
性
や
環
境
性
を
評
価
す

る
。
事
業
期
間
は
26
年
３
月

か
ら
27
年
２
月
ま
で
を
予

定
。

　

図
面
が
存
在
し
な
い
既
存

構
造
物
の
図
面
を
復
元
す
る

「
再
現
設
計
」
な
ど
の
高
度

な
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
資
源
循
環
と
脱
炭
素
、

そ
し
て
効
率
的
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
両
立
を
目
指
す
。
施

工
に
当
た
っ
て
は
、
ラ
オ
ス

の
国
営
建
設
会
社
と
協
力
体

制
を
敷
く
。

　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
11
日
、
ラ
オ
ス
に
お
い

て
橋
梁
の
架
け
替
え
で
撤
去

さ
れ
た
鋼
橋
桁
を
再
利
用
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
ユ
ー
ス
の
実

証
事
業
を
開
始
す
る
と
発
表

し
た
。
同
事
業
は
経
済
産
業

省
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

未
来
志
向
型
共
創
等
事
業
費

補
助
金
」
に
採
択
さ
れ
た
も

の
で
、
再
現
設
計
プ
ロ
セ
ス

を
含
む
鋼
橋
の
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
と
し
て
は
日
本
企
業
初

の
取
り
組
み
に
な
る
と
い

う
。

　

ラ
オ
ス
の
国
道
９
号
線

は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
至
る
東
西
経
済
回
廊

の
要
所
だ
が
、
橋
梁
の
老
朽

化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
、
開
発
途
上

国
で
は
新
規
の
鋼
橋
架
設
に

お
け
る
コ
ス
ト
や
納
期
が
制

約
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　

関
西
電
力
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
12
社
は
12
日
、

関
西
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た

グ
リ
ー
ン
水
素
の
大
規
模
輸

送
・
利
活
用
に
向
け
た
共
同

調
査
・
実
証
に
関
す
る
基
本

合
意
書
を
締
結
し
た
と
発
表

し
た
。
鉄
道
や
通
信
と
い
っ

た
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
用

し
、
グ
リ
ー
ン
水
素
の
製
造
・

貯
蔵
拠
点
を
起
点
と
し
た
低

コ
ス
ト
か
つ
低
炭
素
な
水
素

輸
送
の
確
立
を
目
指
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
水
素
需
要
の
創

出
と
効
率
的
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
貢
献
し

て
い
く
考
え
。
12
社
の
内
訳

と
役
割
は
以
下
の
通
り
。

　

関
西
電
力
：
鉄
道
に
よ
る

水
素
輸
送
の
供
給
管
理
シ
ス

テ
ム
実
証
な
ど
▽
Ｊ
Ｒ
西
日

本
：
線
路
敷
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
実
証 

▽
Ｊ
Ｒ
貨
物
：
鉄

道
に
よ
る
水
素
輸
送
の
実
証 

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
：
既
存
地
下
空
間

を
活
用
し
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
検
討 

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ
ー

ド
エ
ナ
ジ
ー
：
同
▽
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
：
純
水
素
型
燃
料
電

池
を
活
用
し
た
水
素
利
活
用

実
証

　

▽
川
崎
重
工
：
鉄
道
に
よ

る
水
素
輸
送
の
環
境
価
値
管

理
シ
ス
テ
ム
実
証
お
よ
び
自

社
工
場
の
水
素
利
活
用
調
査

▽
川
崎
車
両
：
鉄
道
に
よ
る

液
化
水
素
コ
ン
テ
ナ
輸
送
実

証
▽
北
酸
：
圧
縮
水
素
コ
ン

テ
ナ
の
製
作
▽
井
本
商
運
：

水
素
コ
ン
テ
ナ
の
海
上
輸
送

実
証
▽
神
戸
製
鋼
：
液
化
水

素
コ
ン
テ
ナ
受
入
設
備
の
検

討
▽
日
本
通
運
：
水
素
コ
ン

テ
ナ
の
陸
上
輸
送

を
組
み
合
わ
せ
た
発
電
設
備

へ
の
水
素
燃
料
の
供
給
に
成

功
し
た
と
発
表
し
た
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
の
補
助
事
業
と
し
て
、

神
戸
市
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

地
区
の
神
戸
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た

実
証
設
備
で
取
り
組
ん
で
い

で
、
15
営
業
日
以
内
に
検
査

結
果
を
納
品
す
る
。
調
査
の

定
量
下
限
値
は
１
㌘
当
た
り

０
・
01
㌨
㌘
（
１
㌔
㌘
当
た

り
10
㌨
㌘
）
と
す
る
。

　

同
社
は
環
境
水
中
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
分
析
に
つ
い
て
、
多
く

の
公
的
研
究
機
関
や
大
学
な

ど
か
ら
関
連
調
査
を
受
託
し

て
き
た
。
２
０
１
０
年
度
か

ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一
部
で
あ
る

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
20

年
度
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
の
分

析
法
を
確
立
し
、
大
規
模
調

査
を
実
施
し
て
き
た
。
さ
ら

に
農
林
水
産
省
が
関
連
の
物

質
を
調
べ
る
「
令
和
元
年
度

有
害
化
学
物
質
リ
ス
ク
管
理

基
礎
調
査
委
託
事
業(

パ
ー

フ
ル
オ
ロ
ア
ル
キ
ル
化
合
物

類
及
び
ポ
リ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ

ニ
ル
エ
ー
テ
ル
類
の
ト
ー
タ

ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
ス
タ
デ
ィ)

」

も
受
託
し
、
食
品
の
安
全
性

を
調
べ
る
取
り
組
み
に
も
関

与
し
た
な
ど
同
分
析
技
術
の

実
績
を
積
み
上
げ
る
。

　

川
崎
重
工
業
と
神
戸
製
鋼

所
は
10
日
、
世
界
初
と
な
る

水
素
発
電
に
お
け
る
次
世
代

水
素
燃
料
供
給
シ
ス
テ
ム
の

運
転
を
開
始
し
、
液
化
水
素

ポ
ン
プ
に
よ
る
臨
界
圧
力
以

上
へ
の
昇
圧
と
中
間
媒
体
式

液
化
水
素
気
化
器
（
Ｉ
Ｆ
Ｖ
）

京 都 府

実
証
設
備
（
神
戸
市
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
地
区
内
神
戸
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
）

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
分
析

�

島
津
テ
ク
ノ 

犬
・
猫
な
ど
問
わ
ず
分
析

ラ
オ
ス
で
鋼
橋
桁
再
利
用
実
証
開
始

�

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　

京
都
府
は
２
月
26
日
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
て
推
進
中
の
「
水
素
利
活
用
」

関
連
施
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
舞
鶴
市
お
よ
び
福
知
山
市
で
行
っ
て
い
る

水
素
関
連
実
証
事
業
の
現
地
視
察
会
を
開
催
し
た
。
水
素
利
用
機
器
の
導
入
な
ど
水
素

の
利
活
用
に
関
心
が
あ
る
企
業
の
担
当
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
、
水
素
利
用
の
実
証

現
場
の
進
捗
や
実
装
に
向
け
た
課
題
等
を
確
か
め
た
。

移動式水素ステーション視察の様子

移動式水素ステーションでの水素充填の様子

3月5日午前に開幕した第14期全国人民代表大会
第4回会議（出典・中国中央政府ウェブサイト）

鈴木社長

　

今
年
の
春
節
（
旧
正
月
）

は
ち
ょ
っ
と
遅
め
で
２
月
17

日
で
あ
っ
た
。
中
国
政
府
が

決
定
し
た
公
式
な
春
節
休
暇

は
２
月
15
日
か
ら
23
日
ま
で

の
９
日
間
で
、
私
の
知
る
限

り
最
も
長
い
春
節
休
暇
期
間

だ
。
農
村
部
な
ど
で
実
質
的

な
春
節
休
暇
の
終
わ
り
を
告

げ
る
元
宵
節
（
旧
暦
１
月
15

日
、
今
年
は
３
月
３
日
）
に

は
、
偶
然
に
も
中
国
や
日
本

の
各
地
で
皆
既
月
食
が
見
ら

れ
た
そ
う
だ
が
、
残
念
な
が

ら
私
が
居
た
東
京
で
は
一
晩

中
雨
空
で
見
ら
れ
な
か
っ

た
。国
立
天
文
台
に
よ
れ
ば
、

次
に
見
ら
れ
る
の
は
３
年
後

の
２
０
２
９
年
の
元
旦
未
明

だ
そ
う
だ
。
ち
な
み
に
、
皆

既
月
食
の
こ
と
を
中
国
語
で

は
「
月
全
食
」
と
書
く
。

　

中
国
の
暦
で
は
正
月
気
分

も
抜
け
き
れ
な
い
３
月
５
日

か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
の

日
程
で
、
今
年
の
全
国
人
民

代
表
大
会
（「
全
人
代
」、
国

会
に
相
当
）が
開
催
さ
れ
た
。

全
人
代
に
つ
い
て
は
ち
ょ
う

ど
２
年
前
の
連
載
第
１
２
４

回
で
詳
し
く
紹
介
し
た
の
で

参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
今

年
の
全
人
代
は
新
し
い
５
カ

年
計
画
が
審
議
さ
れ
る
５
年

に
一
度
の
節
目
の
重
要
な
大

会
で
、
国
民
経
済
と
社
会
発

展
第
15
次
５
カ
年
計
画
（
26

～
30
年
）
案
の
審
議
、
採
決

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
新
し
い

５
カ
年
計
画
の
草
案（
骨
子
）

に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
に

開
催
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第

20
期
中
央
委
員
会
第
４
回
全

体
会
議
（
４
中
全
会
）
で
提

案
さ
れ
て
い
た
が
（
連
載
第

１
４
４
回
参
照
）、
計
画
の

詳
細
な
内
容
と
具
体
的
な
数

値
目
標
等
は
今
回
初
め
て
提

案
さ
れ
た
。

　

初
日
の
３
月
５
日
に
は
李

強
首
相
が
政
府
活
動
報
告

（
所
信
表
明
演
説
に
相
当
）

を
読
み
上
げ
、
Ⅰ
．
25
年
の

活
動
の
回
顧
、
Ⅱ
．
第
15
次

５
カ
年
計
画
期
の
主
要
目
標

と
重
要
任
務
、
Ⅲ
．
26
年
の

経
済
・
社
会
発
展
の
全
般
的

要
請
と
政
策
の
方
向
性
、Ⅳ
．

26
年
の
政
府
活
動
の
任
務
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　

Ⅰ
と
Ⅱ
に
つ
い
て
環
境
関

連
の
報
告
部
分
だ
け
を
取
り

出
し
て
概
要
を
紹
介
す
る

と
、Ⅰ
の
活
動
の
回
顧
で
は
、

「
大
気
汚
染
対
策
の
質
・
効

果
向
上
行
動
を
着
実
に
展
開

し
、
地
区
級
以
上
都
市
の
微

小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・

５
）
平
均
濃
度
が
４
・
４
％

低
下
し
た
。
大
河
川
お
よ
び

重
要
な
湖
や
ダ
ム
湖
の
保
護

を
持
続
的
に
強
化
し
、
水
質

の
優
良
な
地
表
水
の
割
合
が

91
・
４
％
ま
で
高
ま
っ
た
。

『
美
し
い
中
国
』
先
行
区
の

整
備
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

重
点
業
種
の
グ
リ
ー
ン
化
・

低
炭
素
化
を
加
速
さ
せ
た
。

第
１
期
『
砂
漠
・
ゴ
ビ
・
荒

地
』
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
整

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
基
本
的

に
完
成
し
て
稼
働
を
開
始

し
、
新
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵

設
備
容
量
が
１
億
３
千
万
㌔

㍗
を
超
え
、
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
割
合
が
21
・

７
％
に
達
し
た
。
気
候
変
動

対
策
に
お
け
る
わ
が
国
の
Ｎ

Ｄ
Ｃ
（
国
が
決
定
す
る
貢

献
）、
即
ち
35
年
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を
発

表
し
、
責
任
あ
る
大
国
と
し

て
の
姿
勢
を
十
分
に
示
し

た
」
と
報
告
し
た
。

　

Ⅱ
の
第
15
次
５
カ
年
計
画

期
の
主
要
目
標
と
重
要
任
務

で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
率
等

全
部
で
20
項
目
の
主
要
指
標

を
具
体
化
し
て
設
定
し
、
そ

の
う
ち
グ
リ
ー
ン
・
低
炭
素

分
野
で
は
５
つ
の
指
標
（
と

30
年
目
標
）
を
設
定
し
た
と

説
明
し
た
。

　

具
体
的
に
は
次
の
５
つ
で

あ
る
。
①
単
位
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当
た

り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
低
下

率
が
５
カ
年
累
計
で
17
％

（
注
：
21
～
25
年
の
５
カ
年

累
計
実
績
は
17
・
７
％
）
②

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
総
量
に
占
め
る

割
合
が
25
％
（
注
：
25
年
実

績
は
21
・
７
％
）
③
地
級
以

上
の
都
市
の
（
年
平
均
）
Ｐ

Ｍ
２
・
５
濃
度
が
１
立
方
㍍

当
た
り
27
㍃
㌘
以
下
（
注
：

25
年
実
績
は
28
㍃
㌘
）
④
優

良
水
域
の
割
合
が
85
％（
注
：

25
年
実
績
は
80
％
）
⑤
森
林

覆
蓋
率
が
25
・
８
％
（
注
：

24
年
実
績
は
25
・
１
％
）。

　

第
14
次
５
カ
年
計
画
で
も

グ
リ
ー
ン
・
生
態
分
野
に
分

類
し
て
同
じ
く
５
つ
の
指
標

を
設
定
し
て
い
た
が
、
上
記

の
①
と
⑤
の
指
標
の

み
が
共
通
で
残
り
の

３
つ
は
入
れ
替
わ

り
、
ま
た
は
統
計
等

の
取
り
方
が
変
更
さ

れ
た
。
②
は
こ
れ
ま

で
の
「
単
位
Ｇ
Ｄ
Ｐ

当
た
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
低
下
率
」

に
代
え
て
新
た
に
加

わ
っ
た
指
標
、
③
は

「
大
気
質
優
良
日
数

（
注
：
日
平
均
値
の

環
境
基
準
達
成
日

数
）
の
割
合
」
か
ら

全
国
３
３
９
都
市
の

Ｐ
Ｍ
２
・
５
年
平
均

濃
度
へ
の
変
更
、
④

は
「
地
表
水
が
Ⅲ
類

以
上
の
水
質
の
水
域
」
か
ら

「
優
良
水
域
」
と
い
う
新
し

全
人
代
開
催
・
新
し
い
５
カ
年
計
画
目
標

シ
ャ
オ
リ
ュ
ウ

シ
ャ
オ
リ
ュ
ウ

シ
ャ
オ
リ
ュ
ウ
の

中
国
環
境
ウ
オ
ッ
チ

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）

北
京
事
務
所
所
長小

柳　

秀
明

▲

148 ▲

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）

北
京
事
務
所
所
長小

柳　

秀
明

　

各
号
で
今
年
度
の
環
境
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
大
賞
の
受
賞

者
を
紹
介
す
る
今
回
は
、「
事

業
構
想
賞
」
を
受
け
た
エ
マ

ル
シ
ョ
ン
フ
ロ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
（
茨
城
県
東
海
村
）

の
発
表
を
ま
と
め
る
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

２
０
２
１
年
に
設
立
し
た

エ
マ
ル
シ
ョ
ン
が
開
発
・
実

装
を
進
め
る
溶
媒
抽
出
技
術

は
、
水
と
有
機
溶
媒
（
油
）

が
混
ざ
り
に
く
い
と
い
う
性

質
を
生
か
し
、
油
の
側
に
目

的
物
質
を
分
離
し
て
高
濃
度

に
濃
縮
す
る
資
源
回
収
技
術

と
な
る
。
廃
水
に
含
ま
れ
る

リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
有
用
金
属

や
、
希
少
性
が
あ
り
安
全
に

回
収
で
き
れ
ば
資
源
と
も
な

る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
な
ど
も
選
択
的
に

集
め
ら
れ
る
。

　

従
来
の
溶
媒
抽
出
の
手
法

で
あ
る
ミ
キ
サ
ー
セ
ト
ラ
ー

法
は
、
水
と
油
を
混
ぜ
た
後

に
重
力
で
分
離
す
る「
静
置
」

工
程
が
必
要
で
、
膨
大
な
時

間
と
巨
大
な
設
備
面
積
を
要

し
て
い
た
。
同
社
の
新
た
な

手
法
「
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
フ

ロ
ー
」
は
こ
れ
に
対
し
、
課

題
を
ク
リ
ア
す
る
道
筋
を
示

し
た
。

　

エ
マ
ル
シ
ョ
ン
フ
ロ
ー
は

「
水
の
中
に
油
が
混
ざ
り
込

み
に
く
い
」
と
い
う
独
自
の

流
体
制
御
を
実
現
し
た
こ
と

で
、
最
も
時
間
の
か
か
る
静

置
工
程
を
実
質
的
に
削
減
し

た
。
加
え
て
従
来
の
10
倍
以

上
の
高
効
率
処
理
が
可
能
と

な
り
装
置
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

と
低
コ
ス
ト
化
に
つ
な
げ
て

い
る
。

　
「
小
型
化
で
き
る
」
と
い

う
特
徴
こ
そ
、
同
社
が
打
ち

出
す
分
散
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
核
と
な
っ
て
い
る
。
環

境
負
荷
も
低
く
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
お
い
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を

従
来
比
で
30
〜
40
％
削
減
で

き
る
と
い
う
具
体
的
な
環
境

価
値
を
提
示
し
て
い
る
。

　

同
社
は
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
の

「
出
口
」
を
見
据
え
て
事
業
化

を
進
め
て
い
る
。
通
常
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
は
大
量
の
廃

棄
物
を
一
箇
所
に
集
め
る「
規

模
の
経
済
」
が
前
提
と
な
っ

て
き
た
が
、
同
社
は
装
置
が

コ
ン
パ
ク
ト
で
比
較
的
安
価

に
運
用
で
き
る
こ
と
を
生
か

し
「
少
量
回
収
・
少
量
処
理

で
も
収
益
化
で
き
る
分
散
型

モ
デ
ル
」
を
提
唱
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル

資
材
の
市
場
が
成
熟
し
き
っ

て
い
な
い
段
階
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
業
へ
早
期
の
事
業
化
を

促
し
、
市
場
の
成
長
に
伴
走

し
て
プ
ラ
ン
ト
を
増
設
さ
せ

て
い
く
と
い
う
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
ら
し
い
機
動
的
な
成

長
戦
略
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　

将
来
の
規
制
強
化
を
見
据

え
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
回
収
に
も
力

を
入
れ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
う

ち
「
短
鎖
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
」
は
物

理
的
に
短
く
水
に
流
れ
込
み

や
す
い
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
、
従
来
の
技
術
で
は
回
収

が
難
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら

を
回
収
す
る
ほ
か
、
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
一
切
使
わ
ず
に
１

万
倍
以
上
に
高
濃
縮
で
き

る
。
将
来
の
規
制
動
向
に
も

対
応
で
き
る
「
先
見
性
の
あ

る
技
術
」
と
し
て
審
査
員
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

鈴
木
裕
士
社
長
は
発
表
の

最
後
に
、
原
子
力
科
学
で
３

つ
の
「
Ｓ
Ｘ
」
を
駆
動
す
る

と
い
う
パ
ー
パ
ス
を
示
し

た
。
コ
ア
技
術
と
な
る
Ｓ
Ｘ

１
（Solvent Extraction

＝
溶
媒
抽
出
）
に
よ
り
Ｓ
Ｘ

２
で
あ
る
地
球
規
模
の
資
源

環
境
問
題
の
解
決
（Sustai

nability Transformation

）

を
動
か
し
、
そ
う
し
た
技
術

の
力
で
Ｓ
Ｘ
３
（Social 

Transformation

＝
社
会
変

革
）
を
果
た
す
と
い
う
壮
大

な
工
程
だ
。
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

か
ら
生
ま
れ
た
30
年
の
研
究

成
果
を
、
単
な
る
研
究
で
終

わ
ら
せ
ず
、
現
代
の
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
や

環
境
浄
化
へ
接
続
し
、
社
会

変
革
へ
の
道
筋
を
描
き
出
し

て
見
せ
る
。

環境スタートアップ大賞③
「選定委員会賞」エマルションフロー

テクノロジーズ

技術・環境・社会を革新する先見性

建
設
現
場
の
酷
暑
対
策
で

業
界
初
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

鴻
池
組

　

鴻
池
組
は
６
日
、
建
設
業

界
初
と
い
う
包
括
的
な
酷
暑

対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定

し
た
。「
建
設
現
場
を
一
番

幸
せ
な
職
場
に
す
る
」
と
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
夏
場
に
深
刻

な
熱
中
症
問
題
の
解
決
に
取

り
組
む
考
え
。

　

建
設
業
は
２
０
２
０
年
か

ら
24
年
の
間
に
熱
中
症
に
よ

る
死
傷
者
数
９
６
１
人
を
数

え
、
そ
の
う
ち
54
人
が
亡
く

な
っ
た
。
全
産
業
に
対
す
る

占
有
率
は
そ
れ
ぞ
れ
20
・

４
％
、
40
・
３
％
と
極
め
て

高
い
水
準
。
さ
ら
に
、
気
温

が
24
℃
を
超
え
る
と
労
働
生

産
性
が
低
下
し
、
33
℃
を
超

え
る
と
50
％
ま
で
落
ち
込
む

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

現
場
環
境
の
暑
熱
問
題
は
、

屋
外
就
労
が
メ
イ
ン
の
建
設

労
働
者
26
万
人
の
労
働
力
に

つ
い
て
計
算
す
る
と
、
１
カ

月
で
実
質
２
６
０
万
人
分
の

働
き
が
目
減
り
す
る
と
い
う

経
済
的
な
影
響
も
出
て
い
る

と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
鴻
池
組
は
国
土
交
通
省

や
厚
生
労
働
省
と
と
も
に
意

見
交
換
を
行
い
、
変
形
労
働

時
間
制
や
建
設
技
能
者
の
給

与
体
制
変
革
、
専
門
工
事
業

者
の
資
金
繰
り
に
至
る
ま
で

の
議
論
を
進
め
た
。
連
続
休

暇
制
度
や
夏
季
連
続
休
暇
、

週
休
３
日
制
な
ど
の
導
入
を

図
る
こ
と
で
建
設
業
の
魅
力

を
高
め
る
方
法
も
示
し
た
。

　

鴻
池
組
の
取
り
組
み
は
建

設
業
の
持
続
可
能
性
の
確
保

だ
け
で
な
く
、
労
働
生
産
性

の
向
上
や
工
期
短
縮
、
品
質

向
上
に
も
視
点
を
提
供
す
る
。

今
後
は
関
係
機
関
や
協
力
会

社
と
の
協
議
や
連
携
強
化
、

科
学
的
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
効

果
検
証
に
基
づ
く
対
策
の
高

度
化
を
進
め
て
い
く
考
え
。
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　　　　 （〒　　　　　－　　　　　　　　）

ご住所　　　　　　　　都道　　　　　　　　　市区
　　　　　　　　　　　府県　　　　　　　　　町村

会社名
団体名

お電話番号　（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　－

所属・
お名前

E-mail

環境新聞社 〒160-0004  東京都新宿区四谷3-1-3 第1富澤ビル
TEL.03-3359-5371

●受付後、請求書をお送り致します。
　ご入金確認後、到着までに１週間程度お時間を頂いておりますので、ご了承下さい。　
●ご記入いただいた連絡先へ弊社から各種案内をお送りする場合がございます。

注文番号 No.01 を　　　  部購入します。

注文番号 No.02 を　　　  部購入します。

注文番号 No.03 を　　　  部購入します。

注文番号 No.04 を　　　  部購入します。

注文番号 No.05 を　　　  部購入します。

注文番号 No.06 を　　　  部購入します。

注文番号 No.07 を　　　  部購入します。

注文番号 No.08 を　　　  部購入します。

注文番号 No.09 を　　　  部購入します。

注文番号 No.10 を　　　  部購入します。

ご購入申し込み書（下記にご記入のうえ、
ファックスにてご注文ください）

送付先  ：  　会社　　自宅　※どちらかに○をつけてください

お申し込みＦＡＸ番号：03-5369-4858

古市 徹／石井 一英　著

●Ａ５判／220頁／2,750円（税込・送料別）

★注文番号：No.0 1

　地域創生を目的にバイオマス利活用を通じて新たな循環・エ
ネルギーシステムを構築することは地域の構造改革を行うのに
等しく、周囲の人から理解を得るなど、関係者の地道で果敢な努
力の積み重ねの上に成り立っている。本書の副題「地域システム
のパイオニア」には読者に地域の新しいシステムを創るパイオ
ニアになって欲しいという著者の願いが込められている。地方
創生を目指す方の参考になる１冊。

エネルギーとバイオマス
～地域システムのパイオニア～

上田 マリノ 　著

●四六判／207頁／1,650円（税込・送料別）

★注文番号：No.0 2

　あの「エコ娘」が「エコママ」になって帰ってきた！　エコ活動
に迷っている人への処方箋。環境ナビゲーターとして活躍する
上田マリノ氏が、2013年4月から2016年10月まで3年半にわたっ
て環境新聞で連載したコラムに、特別対談や書き下ろしなどを
加えたもの。「環境」をキーワードにさまざまな立場の39人の女
性を取材しており、環境問題や環境ビジネスに携わる女性、とも
に環境に取り組む男性、これから環境ビジネスに従事することを
志す学生など、環境に関わる全ての人々に手にしてほしい１冊。

エコ娘が聞く！
環境世代へつなぐ女性39人　

小出兼久＆特定非営利活動法人日本ゼリスケープ
デザイン研究協会　編著

●Ａ５判／250頁／3,850円（税込・送料別）

★注文番号：No.0 3

　生態系の多様な価値や機能を活用した地域づくりの手法とし
て注目されるグリーンインフラストラクチャー。国土交通省は「グ
リーンインフラ推進戦略」で、気候変動への適応策としグリーン
インフラを活用した社会資本整備を本格化する方針を打ち出し
た。国内外でグリーンインフラの実践に取り組んできた編著者
が「都市でのより良い生き方を探るために、グリーンインフラの
実践をその価値評価を元に再考する。グリーンインフラの先進
地域である米国の事例が豊富に紹介されている。

グリーンインフラストラクチャー
米国に学ぶ実践Green Infrastructure

杉本 裕明　著

●Ａ５判／450頁／2,750円（税込・送料別）

★注文番号：No.0 4

　廃棄物処理法制定前後から現在に至るまでの廃棄物の処理・
処分からリサイクル・資源循環へと移りつつある業界の歩みや
政府・自治体の政策の変遷を取材したドキュメント。数多くの証
言や秘話を随所に盛り込み、多数の写真を交え、廃棄物の50年
の「歴史絵巻」で、業界の方々、国や自治体の政策立案者、一般市
民も興味を持って読める。

産廃編年史50年
―廃棄物処理から資源循環へ―

一般社団法人日本有機資源協会　編

●Ａ５判／164頁／1,980円（税込・送料別）

★注文番号：No.0 5

　脱炭素に近づけるためには、プラスチックの原料をできるだ
けバイオマス由来のものに切り替えることが有効。バイオマスプ
ラスチックの基礎的な知識を専門家が分かりやすく紐解くととも
に、未来を拓く技術開発・普及に挑む最前線を紹介している。第
１章、そもそもバイオマスとは何か、第２章、プラスチックとはど
んなものか、第３章～第11章、バイオマスプラスチックについて
種類や使いみち、製造現場、製品、環境配慮、リサイクルの方法
や優先順位、技術開発の歴史と展望、国の戦略や取り組み。

バイオマスプラスチック
―基礎から最前線まで知りつくす―

古市 徹／石井 一英　編著

●Ａ５判／178頁／2,750円（税込・送料別）

★注文番号：No.0 6

　生ごみや下水汚泥、食品廃棄物、家畜排せつ物などのバイオ
マスは近年、化石資源に代わるエネルギー源やプラスチックな
どの素材原料として注目されている。バイオマスの利活用を進
めるには、現地調査による実態把握を踏まえた定量・定性的な
フィージビリティスタディが必要。生活系と農業系のバイオマス
を取り上げてフィージビリティスタディを実施、地域独自の事業
として立ち上げ、持続可能な地域社会（コミュニティ）を構築する
ための具体案を示している。

バイオマスコミュニティ
プランニング～ローカルＳＤＧｓの実践～

一般社団法人日本有機資源協会 編　芋生憲司 監修

●Ａ５判／約430頁、全頁カラー／16,500円（税込・送料別）

★注文番号：No.0 7

　地域産業との結びつきが深く、地域経済活性化・循環型社会
形成・脱炭素化に大きく貢献することができるメタン発酵。しか
しいざ事業を行おうとすると、技術的・経済的な課題に直面する
ことも多い。そこで、メタン発酵に長く携わってきた執筆陣が最
新の情報や先行事例を盛り込みながら、基礎知識、政策動向、法
制度、資金調達、計画・設計・運転管理の方法についてわかりや
すく紹介する。

メタン発酵システム
―基礎から実務まで知り尽くす―

杉本 裕明　著

●四六判／357頁／2,200円（税込・送料別）

★注文番号：No.0 8

　サーキュラーエコノミー、カーボンニュートラル、生物多様性。
産業界に押し寄せる新しい時代の荒波は、サプライチェーンで
ある廃棄物処理業界を直撃する。厳しい時代を生き抜き、さらに
ビジネスチャンスにどう結びつけるか。それに応えるのが本書
だ。建設廃棄物処理のリーディングカンパニーである「高俊興
業」「大幸グループ」「成友興業」「西日本アチューマットクリーン」
が、新しい時代にどう立ち向っているかを紹介。廃棄物処理業界
はもとより、建設業に携わる企業にとっても必読の一冊。

建設廃棄物革命
循環経済を先取りする企業の挑戦

編集：環境省五十年史編さんチーム
編集協力：東海大学環境サステナビリティ研究所

●Ａ４判／約450頁／5,500円（税込・送料別）

★注文番号：No.0 9

　環境政策は1970年の公害国会から始まり、翌年環境庁が発足
した。公害規制、自然公園保護整備からスタートして地球環境問
題、東日本大震災のがれき処理、放射性物質に汚染された土壌
等の除染等に取り組んできた。気候変動、生物多様性、資源循環
等挑戦すべき課題は多い。環境庁、そして環境省の職員に加え、
学識者、企業人のインタビューなどで、50年を振り返り、今後の
環境政策を展望。巻末には、50年の年表、組織の変遷、国立公園
の変遷、環境白書で振り返る50年などの資料も豊富に掲載。

環境政策 半世紀の軌跡
オーラルヒストリー 環境省五十年史（1971～2021）

白井 信雄・栗島 英明　編著

●Ａ５判／本文251頁／2,750円（税込・送料別）

★注文番号：No.1 0

　環境新聞の連載「転換：トランジション」（2020年４月～22年
３月）をまとめたもの。大量生産・大量消費・大量廃棄型社会の
転換、脱炭素社会への転換を、「地域からのボトムアップによる
転換」を重視し、地域における具体的な実践活動を例に、転換の
目標や方法を示す。社会制度や技術・インフラを中心とした転換
論ではなく個人の転換に焦点を当て、転換のために必要な道具
や方法を具体的に描く。執筆陣は環境政策の専門家から地域活
動家、コンサルタント、心理療法士まで多岐にわたる。

持続可能な発展に向けた
地域からのトランジション
～私たちは変わるのか・変えられるのか

ス
コ
ー
プ
３
の
カ
テ
ゴ
リ
５
、12
は
廃
棄
物
の
算
定
項
目

資
源
循
環

住
宅
改
修
に
お
け
る
窓
ガ
ラ
ス
資
源
循
環

�

積
水
ハ
ウ
ス
、大
栄
環
境
、Ａ
Ｇ
Ｃ 

関
西
圏
で
実
証
開
始 

オープンを記念しテープカットが行われた

ア
ク
ア
デ
ュ
オ
が
採
用

さ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル

「家電リサイクルワールド」開設
啓発ブースを大幅拡張
家製協が科学技術館内に

　

ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ッ
テ
、
ヤ
ク
ル
ト
本
社
は
３
社
共
同
で
３
月
９
日

か
ら
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ラ
イ
フ
豊
洲
店
（
東
京
都
江
東
区
）
で
使
用
済
み
ポ
リ

ス
チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｓ
）
食
品
容
器
な
ど
を
消
費
者
か
ら
回
収
し
、
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

（
Ｃ
Ｒ
）
技
術
に
よ
る
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
適
性
を
検
証
す
る
実
証
実
験
を
開
始
し

た
。
小
売
業
と
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
食
品
メ
ー
カ
ー
が
連
携
す
る
日
本
初
の
取
り
組

み
で
、同
店
に
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、飲
食
後
の
「
ヤ
ク
ル
ト
容
器
」
と
「
雪

見
だ
い
ふ
く
ト
レ
ー
・
ピ
ッ
ク
」
を
回
収
す
る
。
実
証
実
験
開
始
の
９
日
に
は
、
３
社

に
よ
る
報
道
機
関
向
け
合
同
発
表
会
お
よ
び
店
頭
イ
ベ
ン
ト
（
サ
ン
プ
リ
ン
グ
・
回
収

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）
も
行
わ
れ
た
。

　

同
回
収
実
験
は
、
24
年
～

25
年
に
実
施
し
た
使
用
済
み

ガ
ム
ボ
ト
ル
容
器
回
収
・
リ

サ
イ
ク
ル
実
証
実
験
を
基
盤

に
、
店
頭
回
収
の
実
績
を
有

す
る
ラ
イ
フ
お
よ
び
ロ
ッ
テ

と
、「『
ヤ
ク
ル
ト
』
の
容
器

の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
を
確
立
す
る
」
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
、
Ｃ
Ｒ
に
関
す
る

検
討
で
先
行
す
る
ヤ
ク
ル
ト

本
社
の
３
社
が
連
携
す
る
こ

と
で
実
現
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
使
用
済
み
Ｐ

ぜ
？
」
と
い
う
問
い
か
ら
思

考
や
関
心
を
広
げ
、
社
会
の

仕
組
み
と
の
つ
な
が
り
が
少

し
ず
つ
見
え
て
き
ま
す
。
そ

の
過
程
は
決
し
て
一
直
線
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寄
り
道

を
し
な
が
ら
多
様
な
立
場
を

理
解
し
、
社
会
に
参
加
す
る

方
法
を
探
り
、
挑
戦
す
る
力

を
育
む
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
で

察
し
て
考
え
を
整
理
す
る

子
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

ペ
ー
ス
で
理
解
を
深
め
、
世

界
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ
け

て
い
き
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

大
人
の
私
た
ち
は
、
子
ど
も

た
ち
を
「
ま
だ
何
も
知
ら
な

い
存
在
」
と
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、
す
で
に
世
界
を
考

え
始
め
て
い
る
主
体
と
し
て

し
て
一
人
で
は
解
け
ま
せ

ん
。
学
校
、
企
業
、
地
域
、

行
政
な
ど
、
多
様
な
立
場
が

つ
な
が
り
な
が
ら
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
小
さ
な
問
い
か
ら

始
ま
る
学
び
が
、
や
が
て
社

会
を
動
か
す
力
へ
と
育
っ
て

い
く
。
そ
こ
に
企
業
や
自
治

体
、
団
体
な
ど
社
会
の
側
が

関
わ
る
こ
と
で
、
学
び
の
広

が
り
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り

ま
す
。
企
業
や
団
体
が
関
わ

で
す
。
時
に
は
専
門
家
の
知

識
や
経
験
だ
け
で
な
く
、
何

気
な
い
ヒ
ン
ト
や
励
ま
し

が
、
子
ど
も
た
ち
の
新
し
い

発
見
や
挑
戦
を
後
押
し
す
る

場
面
も
生
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
企
業
に
は
利
益

責
任
や
人
員
確
保
、
学
校
に

は
日
々
の
業
務
の
中
で
時
間

を
確
保
す
る
難
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
理
想
と
現
実
の
あ
い

だ
で
揺
れ
な
が
ら
も
、
互
い

の
状
況
を
理
解
し
合
い
、
丁

寧
な
対
話
を
続
け
て
い
く
こ

と
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
子

ど
も
た
ち
の
活
き
活
き
と
し

た
学
び
を
生
み
、
そ
の
学
び

を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
確
か

な
土
台
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

問
い
か
ら
始
ま
り
、
人
と

つ
な
が
り
、
社
会
と
向
き
合

う
学
び
の
中
で
、
未
来
は
少

し
ず
つ
形
づ
く
ら
れ
て
い
き

ま
す
。
学
び
と
は
、
未
来
を

知
る
た
め
で
は
な
く
、
未
来

を
つ
く
る
力
を
育
む
も
の
。

す
。
こ
う
し
た
学
び
は
、
未

来
の
資
源
循
環
型
社
会
を
創

る
人
材
の
育
成
と
も
深
く
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
学
び
の
ペ
ー

ス
も
方
法
も
一
人
ひ
と
り
異

な
り
ま
す
。
図
や
数
字
か
ら

理
解
す
る
子
、
物
語
か
ら
世

界
を
広
げ
る
子
、
手
を
動
か

し
て
試
す
子
、
じ
っ
く
り
観

尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
小
さ
な
問
い
を
丁
寧
に

受
け
と
め
、
そ
の
問
い
が
深

ま
っ
て
い
く
学
び
の
場
を
、

多
様
な
特
徴
に
寄
り
添
い
な

が
ら
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ

と
が
、
未
来
を
と
も
に
つ
く

る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

環
境
や
社
会
課
題
は
、
決

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は

実
際
の
仕
事
や
社
会
の
仕
組

み
に
触
れ
、
問
い
の
深
ま
り

方
や
視
点
の
広
が
り
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
教

室
の
中
だ
け
で
は
想
像
し
に

く
い
社
会
の
リ
ア
ル
に
触
れ

る
こ
と
で
、
問
い
が
よ
り
具

体
的
に
な
り
、
学
び
が
自
分

ご
と
と
し
て
動
き
始
め
る
の

Ｓ
容
器
な
ど
は
、
選
別
・
粉

砕
し
た
の
ち
、
Ｃ
Ｒ
へ
の
適

性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

一
部
は
実
際
に
リ
サ
イ
ク
ル

原
料
と
し
て
利
用
す
る
計

画
。
な
お
、
同
回
収
実
験
に

は
、
ト
ベ
商
事
が
店
舗
か
ら

の
回
収
事
業
者
と
し
て
、
Ｃ

Ｂ
Ｃ
が
リ
サ
イ
ク
ル
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
者
と
し
て
参
加
す
る
。

　

実
施
期
間
は
３
月
９
日
～

８
月
31
日
を
予
定
し
て
い

る
。
回
収
対
象
は
「
ヤ
ク
ル

ト
」
の
容
器
、「
雪
見
だ
い

ふ
く
」
の
ト
レ
ー
・
ピ
ッ
ク

で
、
飲
食
後
ど
ち
ら
も
フ
タ

を
取
り
除
き
、
水
道
水
で

洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
す
る
形

式
。
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入

口
は
容
器
の
形
に
す
る
工
夫

を
す
る
こ
と
で
、
ご
み
等
の

混
入
を
防
ぐ
。

　

今
回
の
対
象
と
な
る
Ｐ
Ｓ

は
食
品
容
器
包
装
に
多
用
さ

れ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
約

１
割
を
占
め
て
い
る
。
リ
サ

イ
ク
ル
に
適
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

（
Ｍ
Ｒ
）
に
加
え
、
各
種
Ｃ

Ｒ
（
油
化
お
よ
び
モ
ノ
マ
ー

化
）
へ
の
適
性
が
高
い
こ
と

が
特
長
だ
。

　

Ｃ
Ｒ
は
化
学
的
な
分
解
・

精
製
工
程
を
経
る
こ
と
な
ど

で
バ
ー
ジ
ン
材
と
同
等
の
品

質
を
実
現
で
き
る
た
め
、
高

い
品
質
と
安
全
性
が
求
め
ら

れ
る
食
品
容
器
包
装
な
ど
へ

の
利
用
に
適
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｐ
Ｓ
は
Ｃ
Ｒ
の
中
で
も

比
較
的
短
い
工
程
で
高
効
率

に
再
生
で
き
る
モ
ノ
マ
ー
化

が
適
用
可
能
。
一
方
で
、
同

回
収
実
験
の
対
象
で
あ
る
使

用
済
み
Ｐ
Ｓ
容
器
な
ど
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
食
品
ト

レ
ー
な
ど
の
よ
う
な
、
大
規

模
な
分
別
回
収
と
水
平
リ
サ

イ
ク
ル
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
て
い
な
い
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
食
品
ト

レ
ー
な
ど
の
よ
う
な
、
大
規

模
な
分
別
回
収
と
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
上
で
の
課
題
の
ひ
と

つ
に
、
回
収
対
象
物
を
き
れ

い
に
分
別
回
収
す
る
仕
組

み
（
静
脈
物
流
）
が
社
会
に

浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
同
回
収

実
験
で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
拠
点
と
し
て
生
活

者
に
分
別
回
収
へ
の
認
知
と

協
力
を
広
げ
な
が
ら
、
水
平

リ
サ
イ
ク
ル
の
社
会
実
装
に

向
け
た
静
脈
物
流
の
入
口
と

し
て
、
店
頭
で
の
分
別
回
収

に
つ
い
て
検
証
す
る
。

　

合
同
発
表
会
で
は
、
３
社

の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
同
回

収
実
験
に
参
加
す
る
意
図
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
ラ
イ
フ

の
宗
大
輔
秘
書
・
広
報
部
兼

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
部

部
長
は
、「
新
た
な
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
の
可
能
性
を
見
出

し
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

と
も
に
持
続
可
能
で
豊
か
な

社
会
の
実
現
を
目
指
す
」
と

し
た
。
ま
た
、
ロ
ッ
テ
の
宮

野
啓
治
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

推
進
担
当
執
行
役
員
は
「
１

社
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

に
、
垣
根
を
超
え
て
取
り
組

む
こ
と
で
社
会
実
装
を
加
速

す
る
」
と
し
、
ヤ
ク
ル
ト
本

社
の
利
根
川
尚
也
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
部
部
長

は
「
３
社
協
業
に
よ
り
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
取
り
組
み
と

し
、
取
り
組
み
の
認
知
拡
大

を
図
る
」
と
語
っ
た
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
現

場
に
身
を
置
く
よ
う
に
な
っ

て
、
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
の
テ
ー
マ

だ
け
を
追
っ
て
い
て
も
、
全

体
の
姿
が
つ
か
み
に
く
い
と

い
う
こ
と
で
す
。資
源
循
環
、

脱
炭
素
、
生
物
多
様
性
、
人

権
、
人
材
育
成
―
―
。
か
つ

て
は
別
々
に
語
ら
れ
て
い
た

テ
ー
マ
が
、
現
場
で
は
自
然

と
重
な
り
合
い
、
同
じ
課
題

の
中
で
影
響
し
合
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
社
会
の
変
化
が
速

く
、
複
雑
さ
も
増
す
中
で
、

分
野
を
横
断
し
て
価
値
を
生

み
出
す
視
点
の
重
要
性
を

日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
広

が
り
の
あ
る
未
来
デ
ザ
イ

ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と

き
、
同
時
に
次
の
世
代
に
ど

の
よ
う
な
力
を
育
ん
で
い
く

の
か
と
い
う
視
点
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
は
、
私
た
ち
と
同
じ

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
共
に
つ
く
っ
て
い

く
仲
間
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

実
践
の
中
で
も
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
は
い
つ
も
身
近
な

問
い
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
給
食
の
食
べ
残
し
を
ど

う
減
ら
す
の
か
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
ど
う
使
っ
て
い
く

の
か
。
そ
う
し
た
問
い
を
出

発
点
に
、
学
校
と
企
業
、
地

域
の
方
た
ち
が
一
緒
に
な
っ

て
考
え
る
場
が
生
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
小

さ
な
「
ど
う
し
て
？
」「
な

未
来
を
共
に
つ
く
る「
学
び
」の
力

分
野
を
横
断
し
て
価
値
を
生
み
出
す
視
点
が
重
要

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

向
中
野 

裕
子 （６）

３社による合同発表
会が行われた

投入口を工夫することで
ごみ等の混入を防ぐ

企
業
や
自
治
体
が
日
々
の
現

場
で
向
き
合
う
課
題
や
工
夫

が
、
子
ど
も
た
ち
の
問
い
と

重
な
り
合
う
と
き
、
学
び
は

教
室
の
外
へ
広
が
り
、
社
会

の
リ
ア
ル
と
響
き
合
い
始
め

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
知
識
を

一
方
的
に
伝
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
経
験
を
子
ど
も
た
ち

の
言
葉
に
「
翻
訳
」
し
な
が

ら
寄
り
添
う
姿
勢
が
学
び

を
そ
っ
と
支
え
ま
す
。
こ

の
〝
そ
っ
と
〟
が
う
ま
く
効

い
て
く
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
自
分
の
力
で
動
き
始
め
ま

す
。
そ
の
瞬
間
に
流
れ
込
ん

で
く
る
静
か
な
手
応
え
が
、

こ
の
仕
事
の
深
い
価
値
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
連
載
を
通
し
て
、
一

緒
に
考
え
、
悩
み
、
言
葉
を

探
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
ど
こ
か
で
、
ご
一

緒
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

�

（
終
わ
り
）

　

家
電
製
品
協
会
は
３
月
６

日
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

認
知
拡
大
を
さ
ら
に
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
科
学
技
術

館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
内

の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
啓
発

ブ
ー
ス
の
エ
リ
ア
面
積
を
従

来
の
約
30
倍
に
大
幅
拡
張
、

大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
ワ
ー

ル
ド
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　

同
展
示
・
体
験
ブ
ー
ス

は
、
将
来
の
循
環
型
社
会
を

担
う
子
供
た
ち
が
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
の
意
義
や
仕
組
み
を

分
か
り
や
す
く
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
ブ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
。
日
頃
か
ら
馴
染
み
が

あ
る
家
電
製
品
（
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

「
伝
え
る
」

「
伝
え
る
」をを「
伝
わ
る
」

「
伝
わ
る
」にに

変変
え
る
に
は

え
る
に
は
～
環
境
学
習
を
考
え
る
～

機
）が
ど
の
よ
う
な
構
造
で
、

ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
よ
り

身
近
な
ゲ
ー
ム
機
と
い
っ
た

小
型
家
電
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
な
ど
も
含
め
て
不
要

に
な
っ
た
時
ど
の
よ
う
に
処

分
し
た
ら
い
い
の
か
を
、
実

物
や
映
像
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ

て
楽
し
ん
で
学
べ
る
構
成
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
普
段
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
工
場
で
廃
家
電
が
ど
の
よ

う
に
再
生
素
材
に
生
ま
れ
変

わ
る
か
を
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

潜
入
映
像
で
紹
介
し
て
い

る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
新
た
な

啓
発
ブ
ー
ス
は
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
が
環
境
負
荷
を
減
ら

し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
築

く
た
め
の
一
歩
で
あ
る
こ
と

を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
空

間
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ 

Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
―
リ
サ
イ
ク
ル
と

地
球
―
」「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ

Ｅ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
―
暮
ら
し
と

リ
サ
イ
ク
ル
―
」「
Ｒ
Ｅ
Ｃ

Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｙ
―
リ
サ
イ
ク
ル
の
科
学
と

技
術
―
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ

空
間
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
内
容
を
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
６
日
に
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
な
ど
の
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
た
。
主
催
者
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
槙
公

雄
理
事
長
（
ソ
ニ
ー
代
表
取

締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
、「
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

家
電
製
品
に
は
、
役
目
を
終

え
た
後
も
資
源
と
な
る
価
値

が
残
さ
れ
て
い
る
。
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
は
、
そ
れ
ら
を
回

収
し
、
再
び
素
材
と
し
て
活

用
す
る
循
環
型
社
会
を
支
え

る
重
要
な
仕
組
み
で
あ
る
。

本
展
示
は
そ
の
大
切
さ
を
、

小
学
生
を
中
心
と
し
た
若
い

世
代
に
楽
し
く
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
今
後
次
の
世
代
に

資
源
循
環
の
考
え
方
を
伝
え

る
学
び
の
拠
点
と
し
て
、
本

展
示
を
育
て
て
い
く
。
こ
の

新
し
い
啓
発
ブ
ー
ス
が
多
く

の
子
供
た
ち
の
気
づ
き
と
行

動
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

う
」
と
話
し
た
。

 使用済みＰＳのリサイクルプロジェクトを開始
ライフ、ロッテ、
ヤクルトの３社  小売・異カテゴリーメーカーによるプラ資源循環

　

積
水
ハ
ウ
ス
、大
栄
環
境
、

Ａ
Ｇ
Ｃ
の
３
社
は
、
住
宅
の

改
修
工
事
に
伴
い
発
生
す
る

廃
サ
ッ
シ
か
ら
窓
ガ
ラ
ス
を

回
収
し
、
元
の
窓
ガ
ラ
ス
と

同
等
品
質
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
再

生
す
る
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
の

実
証
実
験
を
３
月
か
ら
関
西

圏
で
開
始
す
る
。
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
、リ
サ
イ
ク
ラ
ー
、

ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
が
連
携
し

て
窓
ガ
ラ
ス
を
水
平
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
循
環
型
モ
デ
ル
は

国
内
初
と
な
る
。

　

国
内
で
は
、
建
築
物
の
解

体
・
改
修
に
伴
い
発
生
す
る

廃
窓
ガ
ラ
ス
は
年
間
約
50
万

㌧
以
上
と
い
わ
れ
、
現
在
は

そ
の
多
く
が
埋
め
立
て
や
、

元
の
製
品
よ
り
も
低
品
質

な
カ
ス
ケ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル

ま
た
は
別
用
途
で
の
再
生
に

留
ま
っ
て
い
る
。
同
実
証
実

験
で
は
、
製
品
を
つ
く
る
企

業
（
動
脈
）
と
、
使
用
後
の

製
品
を
回
収
・
再
資
源
化
す

る
企
業
（
静
脈
）
が
連
携
し
、

窓
ガ
ラ
ス
を
循
環
利
用
す
る

仕
組
み
の
構
築
を
目
指
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
資
源
循
環
の

高
度
化
を
図
る
と
と
も
に
、

産
業
廃
棄
物
の
削
減
や
、
新

規
採
掘
さ
れ
る
窓
ガ
ラ
ス

原
料
の
使
用
量
の
節
減
に
も

寄
与
す
る
。
ま
た
、
再
生
カ

レ
ッ
ト
は
新
た
に
採
取
さ
れ

た
原
料
と
比
べ
て
低
温
で

溶
解
で
き
る
た
め
、
製
造

工
程
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
に
も
貢
献
す

る
。 

　

回
収
し
た
廃
サ
ッ
シ
を
大

栄
環
境
が
分
解
し
、
ガ
ラ
ス

リ
サ
イ
ク
ル
専
門
業
者
が
窓

ガ
ラ
ス
を
高
純
度
な
カ
レ
ッ

ト
（
ガ
ラ
ス
端
材
）
へ
加
工
。

Ａ
Ｇ
Ｃ
は
そ
の
カ
レ
ッ
ト
を

原
料
の
一
部
と
し
て
用
い
、

新
材
と
同
等
の
品
質
を
満
た

す
建
築
用
窓
ガ
ラ
ス
と
し
て

再
製
品
化
す
る
。
製
造
し
た

窓
ガ
ラ
ス
を
積
水
ハ
ウ
ス
の

住
宅
商
品
に
採
用
す
る
こ
と

で
、
同
社
が
掲
げ
る
「
循
環

す
る
家
（
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ 

to 

Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
）」
の
資
源
循

環
モ
デ
ル
を
具
体
化
。
住
宅

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で

環
境
負
荷
を
低
減
す
る
道
筋

を
示
し
、
産
業
廃
棄
物
の
削

減
と
ガ
ラ
ス
原
料
の
使
用
量

節
減
を
両
立
、
資
源
循
環
の

高
度
化
を
目
指
す
。
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福 知 山 市
が 竣 工

国交省

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
浄
化
槽
を
稼
働

�

フ
ジ
ク
リ
ー
ン 
現
地
デ
ー
タ
収
集
、展
開
加
速
へ

下
水
再
生
水
マ
ニ
ュ
ア
ル

20
年
ぶ
り
に
全
面
改
訂
へ

全
国
初
の
電
熱
ス
ク
リ
ュ
式
炭
化
炉

�

汚
泥
有
効
利
用
施
設
で
採
用

水
・
土
壌
環
境

大 阪 市

下水道管路の維持管理
「工程一体化」のＤＸモデル構築へ

埼玉県とＮＴＴ東ら８者が共同研究

土
留
め
鋼
管
が
幹
線
道
路
に
突
出

�
大
阪
・
梅
田
駅
周
辺
浸
水
対
策
で

　

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
は
３
日
、

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
支
援
で
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
国

浄
化
槽
技
術
に
よ
る
効
率
的

か
つ
持
続
的
な
下
水
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
関
す
る
普
及
・
実

証
・
ビ
ジ
ネ
ス
化
事
業
」
を

開
始
し
た
と
発
表
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
バ
ギ
オ
市
の

下
水
道
普
及
率
15
％
と
い
う

状
況
で
、
現
地
の
衛
生
を
改

善
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
２

５
年
２
月
に
着
手
し
た
。
現

地
行
政
機
関
の
敷
地
内
に
フ

ジ
ク
リ
ー
ン
製
の
高
性
能
浄

化
槽
２
基
を
導
入
し
、
同
12

　

京
都
府
福
知
山
市
は
17

日
、
下
水
汚
泥
を
石
炭
の
代

替
燃
料
に
再
資
源
化
す
る

「
福
知
山
終
末
処
理
場
汚
泥

有
効
利
用
施
設
」
を
竣
工
し

た
。
全
国
初
の
技
術
を
施
設

に
導
入
す
る
こ
と
で
、
下
水

汚
泥
を
従
来
の
廃
棄
物
と
し

て
の
処
理
か
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
と
し
て
の
循
環
へ

と
シ
フ
ト
さ
せ
る
。
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
約
68
％
削

減
さ
せ
る
。
ま
た
、
化
石
燃

料
の
削
減
と
下
水
汚
泥
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
１
０
０
％
を
達

成
し
、
資
源
循
環
と
脱
炭
素

Ｃ
２
８
２
（
水
の
再
利
用
）

等
の
国
際
規
格
の
開
発
も
進

ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
健
康
リ
ス
ク
評
価
」
の
導

入
や
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
に
よ
る
「
経
済
性
評

価
」、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

効
果
と
い
っ
た
「
環
境
性
評

価
」
の
視
点
を
新
た
に
取
り

入
れ
る
。

　

現
行
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は

分
散
し
て
い
た
異
常
発
生
時

の
対
応
な
ど
を
整
理
し
、
新

た
に
「
再
生
水
利
用
に
関
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
を
独
立

し
た
章
と
し
て
設
け
る
。
再

生
処
理
施
設
か
ら
利
用
シ
ス

　

国
土
交
通
省
は
、「
下
水
処

理
水
の
再
生
水
水
質
基
準
等

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
20
年
ぶ
り

に
全
面
改
訂
す
る
。
２
０
０

０
５
年
の
策
定
か
ら
約
20
年

が
経
過
し
、
水
質
汚
濁
法
の

排
水
基
準
の
改
正
や
技
術
開

発
、
国
際
規
格
、
さ
ら
に
は

脱
炭
素
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、

再
生
水
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け

た
も
の
。
関
連
事
例
集
の
改

訂
も
合
わ
せ
て
検
討
し
、
下

水
再
生
水
の
適
正
な
利
用
を

推
進
す
る
。
改
訂
に
向
け
た

有
識
者
に
よ
る
検
討
会
を
先

月
立
ち
上
げ
て
お
り
、
26
年

度
内
の
改
訂
を
目
指
す
。

　

今
回
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
は
、
衛
生
学
的
安
全

性
の
指
標
の
見
直
し
。
水
質

汚
濁
防
止
法
に
お
い
て
、
ふ

ん
便
汚
染
を
よ
り
的
確
に
捉

え
る
指
標
と
し
て
「
大
腸
菌

群
数
」
か
ら
「
大
腸
菌
数
」

へ
の
排
水
基
準
の
改
正
が
行

わ
れ
、
昨
年
４
月
に
完
全
施

行
さ
れ
た
。こ
れ
に
合
わ
せ
、

再
生
水
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お

い
て
も
修
景
用
水
の
基
準
を

「
大
腸
菌
数
」
へ
と
見
直
す
。

　

ま
た
、
膜
処
理
な
ど
の
新

技
術
の
普
及
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ

２
・
７
㌧
生
成
す
る
。

　

施
設
の
稼
働
に
よ
り
化
石

燃
料
の
使
用
を
ゼ
ロ
に
し
、

福
知
山
産
木
質
ペ
レ
ッ
ト
等

の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
燃
料
費
の
コ

ス
ト
を
年
間
約
３
５
０
万
円

（
約
27
％
）
削
減
す
る
。
市

内
で
発
生
す
る
下
水
汚
泥
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
０
％
か
ら

１
０
０
％
に
な
る
。

　

福
知
山
市
で
は
こ
れ
ま

で
、
下
水
汚
泥
を
焼
却
処
理

し
、
そ
の
焼
却
灰
を
埋
め
立

て
処
分
し
て
い
た
。
新
施
設

で
下
水
汚
泥
を
「
廃
棄
物
系

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
」
と
し
て

固
形
燃
料
化
し
、
火
力
発
電

所
な
ど
の
石
炭
代
替
燃
料
と

し
て
売
却
す
る
。

テ
ム
に
至
る
ま
で
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
手
順
や
方
法
を
体
系

化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
定

的
か
つ
信
頼
性
の
高
い
再
生

水
供
給
体
制
の
構
築
を
目
指

す
。

　

下
水
再
生
水
は
、
都
市
部

に
お
け
る
貴
重
な
代
替
水
資

源
で
、
22
年
度
の
利
用
量
は

年
間
約
２
・
４
億
立
方
㍍
に

及
び
、
そ
の
割
合
は
下
水
処

理
水
放
流
量
の
２
％
弱
。
利

用
用
途
は
、
河
川
維
持
用
水

が
最
も
多
い
が
、
修
景
用
水

や
融
雪
用
水
、
農
業
用
水
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。

月
上
旬
に
設
置
を
完
了
し
た
。

今
年
１
月
か
ら
本
格
運
転
を

開
始
し
た
。現
地
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
反
響
が
大
き

く
、
日
本
の
環
境
省
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
環
境
天
然
資
源
省（
Ｄ

Ｅ
Ｎ
Ｒ
）
が
主
催
し
た
浄
化

槽
セ
ミ
ナ
ー
に
は
オ
ン
ラ
イ

ン
を
含
む
３
０
０
人
超
の
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
は
今
後
、

バ
ギ
オ
市
と
の
連
携
を
一
層

強
化
し
浄
化
槽
技
術
の
普
及

活
動
を
進
め
て
い
く
。
現
地

の
実
証
デ
ー
タ
を
も
と
に
同

国
各
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
モ

デ
ル
の
形
成
に
つ
な
げ
、
日

本
の
浄
化
槽
技
術
を
展
開
さ

せ
て
い
く
考
え
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
率
は
全

を
両
立
さ
せ
る
。

　

施
設
で
初
め
て
採
用
し
た

「
電
熱
ス
ク
リ
ュ
式
炭
化
炉
」

は
、
２
０
２
０
年
度
に
日
本

下
水
道
事
業
団
の
新
技
術
Ｉ

類
（
実
用
化
段
階
の
技
術
）

に
選
定
さ
れ
て
い
た
。
約
65

億
円
の
事
業
費
を
投
じ
て
22

年
１
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で

の
期
間
に
建
設
し
、
４
月
か

ら
供
用
を
開
始
す
る
。
施
設

は
汚
泥
等
受
入
設
備
、
汚
泥

貯
留
設
備
、汚
泥
濃
縮
設
備
、

汚
泥
消
化
設
備
、
汚
泥
脱
水

設
備
、
固
形
燃
料
化
設
備
で

構
成
し
、
固
形
燃
料
を
１
日

　

埼
玉
県
と
埼
玉
県
下
水
道

公
社
お
よ
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

を
代
表
と
す
る
民
間
企
業
６

社
の
計
８
者
は
10
日
、
下
水

道
管
路
の
維
持
管
理
に
お
い

て
「
工
程
一
体
化
Ｄ
Ｘ
モ
デ

ル
」
を
構
築
す
る
た
め
の
共

同
研
究
協
定
を
締
結
し
た
。

点
検
・
調
査
か
ら
解
析
、補
修
、

情
報
管
理
ま
で
を
一
気
通
貫

で
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
異
常
の

早
期
発
見
と
予
防
保
全
を
目

指
す
。
全
国
に
先
駆
け
た
取

り
組
み
で
、
他
の
自
治
体
に

も
展
開
可
能
な
新
た
な
運
用

モ
デ
ル
の
確
立
に
つ
な
げ
る
。

　

従
来
の
下
水
道
管
路
の
点

検
・
調
査
、
補
修
な
ど
の
維

持
管
理
業
務
は
人
手
に
依
存

し
て
お
り
、
硫
化
水
素
の
発

生
な
ど
危
険
が
伴
う
上
、
工

程
ご
と
に
情
報
が
分
断
さ
れ

る
構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
。今
回
の
モ
デ
ル
で
は
、

こ
れ
ら
の
工
程
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
つ
な
ぎ
、
業
務
フ
ロ
ー

を
再
設
計
す
る
こ
と
で
、
限

ら
れ
た
人
員
で
の
持
続
可
能

な
管
理
体
制
を
確
立
す
る
。

　

共
同
研
究
で
は
、
埼
玉
県

と
埼
玉
県
下
水
道
公
社
が
実

証
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
研
究
全
体
を

統
括
す
る
。そ
の
他
、ド
ロ
ー

ン
技
術
を
持
つNTT 

e-Drone Technology

は
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
管
路
内
情
報

の
取
得
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

ネ
ッ
ト
は
点
検
情
報
管
理

ツ
ー
ル
の
提
供
、
国
際
航
業

は
管
路
の
３
Ｄ
化
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ

等
を
用
い
た
情
報
設
計
、
染

め
Ｑ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ
は
特
殊

塗
料
を
用
い
た
管
路
の
修
復

強
靱
化
、
日
特
建
設
は
長
距

離
圧
送
が
可
能
な
吹
付
技
術

を
用
い
た
補
修
技
術
の
高
度

化
検
討
な
ど
を
担
う
。

　

協
同
研
究
で
は
具
体
的

に
、
①
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術

開
発
：
管
路
内
の
３
Ｄ
点
群

デ
ー
タ
化
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
ひ

び
割
れ
・
腐
食
等
の
自
動
検

知
お
よ
び
点
検
・
調
査
、
補

修
、
情
報
管
理
を
つ
な
ぐ

デ
ー
タ
連
携
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
手
法
②
点
検
・
調
査
技
術

開
発
：
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
安
全
・
効
率
的
な
管
路
内

点
検
・
調
査
、
撮
影
条
件
の

仕
様
化
③
補
修
技
術
開
発
：

吹
付
け
工
法
な
ど
を
用
い
た

短
時
間
施
工
技
術
の
高
度
化

／
省
人
化
・
無
人
化
を
見
据

え
た
補
修
方
法
④
県
民
へ
の

見
え
る
化
：
情
報
・
３
Ｄ
点

群
・
補
修
履
歴
な
ど
の
デ
ー

タ
統
合
に
よ
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
／
３
Ｄ

可
視
化
手
法
―
―
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　

共
同
研
究
の
期
間
は
２
０

２
７
年
度
末
ま
で
を
予
定
し

て
い
る
。
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

で
の
検
証
を
通
じ
て
、
迅
速

か
つ
確
実
な
維
持
管
理
プ
ロ

セ
ス
の
有
効
性
を
確
認
し
、

運
用
手
順
・
情
報
の
仕
様
改

善
や
標
準
化
を
進
め
る
方
針
。

　

埼
玉
県
な
ど
は
、
こ
の
成

果
を
県
内
の
流
域
下
水
道
全

体
へ
広
げ
る
と
と
も
に
、
他

自
治
体
へ
の
横
展
開
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

　

11
日
、
大
阪
市
北
区
の
路

上
に
直
径
約
５
㍍
高
さ
10

メ
ー
ト
ル
以
上
の
鋼
管
が
突

出
し
、
周
辺
の
道
路
や
国
道

４
２
３
号
が
通
行
止
め
・
通

行
規
制
に
な
る
な
ど
し
て
混

乱
が
発
生
し
た
。
場
所
は
阪

急
・
大
阪
梅
田
駅
に
近
く
、

大
阪
北
部
と
中
心
部
を
結
ぶ

幹
線
道
路
・
新
御
堂
筋
の
高

架
と
Ｊ
Ｒ
線
の
高
架
が
交
わ

る
交
通
量
の
多
い
繁
華
街
だ

が
、
け
が
人
等
は
出
て
い
な

い
。

　

現
場
は
多
様
な
交
通
イ
ン

フ
ラ
を
は
じ
め
オ
フ
ィ
ス
、

商
業
施
設
、
高
層
住
宅
等
の

ビ
ル
群
な
ど
都
市
機
能
の
集

中
化
が
進
む
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
集
中
豪
雨
に
対
す

る
浸
水
対
策
と
し
て
２
０
２

３
年
度
か
ら
「
豊
崎
～
茶
屋

町
幹
線
工
事
」
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。
工
事
は
、
超
過
降

雨
を
一
時
的
に
貯
留
す
る
雨

水
貯
留
池
、雨
水
貯
留
管（
全

延
長
７
８
０
㍍
）、
既
設
下

水
管
と
の
連
絡
管
き
ょ
、
特

殊
マ
ン
ホ
ー
ル
等
を
構
築
す

る
も
の
で
、
今
回
せ
り
出
し

た
の
は
立
て
坑
の
土
留
め
と

し
て
埋
め
ら
れ
た
鋼
製
ケ
ー

シ
ン
グ
（
円
柱
状
鋼
管
）
直

径
約
５
㍍
、
長
さ
約
27
㍍
の

上
部
。

　

大
阪
市
建
設
局
は
12
日
会

管
轄
す
る
同
局
北
部
方
面
管

理
事
務
所
に
よ
る
と
、「
突

き
出
た
部
分
を
切
り
取
る
と

の
考
え
も
出
て
き
て
い
る
が

ま
だ
決
定
で
は
な
い
。
で
き

る
だ
け
迅
速
に
対
応
し
た
い

が
、
ま
ず
は
安
全
の
た
め
地

盤
の
安
定
を
一
番
に
考
え
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。
地
盤

に
つ
い
て
は
、
11
日
夜
か
ら

夜
間
工
事
に
て
薬
液
注
入

し
、
16
日
午
前
４
時
過
ぎ
に

ケ
ー
シ
ン
グ
側
部
（
全
９
カ

所
）の
地
盤
改
良
を
完
了（
工

事
の
進
捗
は
市
の
Ｈ
Ｐ
に
随

時
掲
載
）。

　
「
梅
田
」
は
低
湿
地
帯
の

泥
土
を
埋
め
立
て
た「
埋
田
」

に
由
来
す
る
軟
弱
地
盤
で
知

ら
れ
る
地
域
。
今
回
の
事
故

は
、
急
激
な
土
圧
の
下
降
防

止
な
ど
の
事
故
防
止
対
策
や

リ
ス
ク
の
早
期
発
見
な
ど
、

慎
重
な
工
事
が
進
め
ら
れ
て

き
た
中
で
起
き
た
。

見
を
開
き
、
市
民
に
大
変
な

迷
惑
を
か
け
る
事
態
と
な
っ

た
こ
と
を
深
謝
し
た
。
同
局

に
よ
る
と
、
同
鋼
管
は
既
存

の
下
水
管
を
接
続
す
る
た
め

に
垂
直
方
向
に
打
ち
込
ん
だ

も
の
で
、下
部
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
て
地
下
水
が
入
る

の
を
防
ぐ
仕
組
み
。
施
工
時

は
内
部
を
地
下
水
で
満
た
し

て
打
ち
込
ま
れ
、
９
日
か
ら

11
日
未
明
に
か
け
て
排
水
作

業
が
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
、

突
出
し
た
原
因
は
地
下
水
に

よ
る
浮
力
と
見
ら
れ
て
い
る

が
、
詳
し
い
原
因
等
に
つ
い

て
は
現
在
調
査
中
だ
。

　

緊
急
対
応
と
し
て
は
十
数

㍍
出
て
い
た
鋼
管
に
穴
を
あ

け
て
再
び
水
を
注
入
し
、
水

の
重
力
で
地
中
に
押
し
込
ん

だ
。
し
か
し
、
あ
と
１
・
６

㍍
ほ
ど
沈
ま
ず
、
付
き
出
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
（
13
日

午
前
11
時
現
在
、
写
真
）。

「工程一体化ＤＸモデル」のイメージ

や
病
院
ま
で
押
し
寄
せ
た
の
で
す
。
建

物
が
壊
さ
れ
、
大
き
な
船
が
丘
の
中
腹

に
横
た
わ
り
、
車
は
そ
こ
ら
中
で
つ
ぶ

れ
瓦
礫
に
積
み
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
場
の
匂
い
も
酷
く
、
腐
敗
と
も
化
学

物
質
と
も
つ
か
な
い
強
い
異
臭
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
惨
状
が
東
北
の
沿

岸
全
体
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

よ
り
異
常
な
の
は
被
害
者
の
数
で

す
。
２
万
２
千
人
が
亡
く
な
る
か
不
明

と
は
！
一
体
ど
こ
に
？　

ど
う
し
て
？

　

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
は
犬
と
猫
を
飼
っ
て

い
る
お
宅
を
伝
っ
て
、
す
ぐ
に
無
く
な

り
ま
し
た
。
ど
の
お
宅
で
も
ペ
ッ
ト
は

心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

時
の
ご
縁
は
今
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
動
物
が
避
難
所
に
入
れ
な
く
て

困
っ
て
い
る
話
も
聞
き
ま
し
た
。
幸
い

今
は
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
へ
の
配
慮
は
以

前
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

樹
木
に
関
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
は
、
こ
ち
ら
も
被
害
の
大
き
か
っ
た

陸
前
高
田
市
の
「
奇
跡
の
一
本
松
」
で

す
。
３
５
０
年
に
わ
た
り
植
え
ら
れ
た

７
万
本
の
松
の
松
原
は
、
ほ
と
ん
ど
津

波
に
な
ぎ
倒
さ
れ
た
中
、
樹
齢
１
７
０

年
の
大
き
な
１
本
だ
け
が
立
ち
残
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
土
壌
の
塩
分
の
所
為

か
、
ほ
ど
な
く
し
て
枯
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
本
体
に
芯
を
入
れ
防

腐
処
理
を
施
す
な
ど
し
て
、
現
場
に
立

て
て
、
市
が
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

翌
年
の
Ｇ
Ｗ
に
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
２

度
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
行
き
ま

し
た
。
仮
設
住
宅
で
当
事
者
の
肉
声
を

多
く
聞
き
、
一
人
ひ
と
り
の
凄
ま
じ
い

体
験
を
知
り
ま
し
た
。
数
年
後
、
東
京

の
大
学
で
も
、
被
災
し
た
学
生
さ
ん
か

ら
体
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
な
り
に
こ
れ
ら
を
ま
と
め
伝
え
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

　

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
今
年
で
15
年
、
テ
レ
ビ
の
特
集
番

組
も
多
い
で
す
。
当
時
、
私
は
都
内
の

自
宅
で
尋
常
で
な
い
揺
れ
を
感
じ
、
テ

レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
東
北
の
街
々
を
津

波
が
押
し
流
し
て
い
く
の
を
つ
ぶ
さ
に

み
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
災
害
地

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
一
般
的
な
活
動

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
す
ぐ
に
東

北
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
一
人
で
、
方

法
を
探
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
の
自
治
体

も
あ
ま
り
の
混
乱
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
る
体
制
が
取
れ
る
ま
で
に

数
週
間
か
か
り
ま
し
た
。
や
っ
と
現
地

に
行
け
た
の
は
、５
月
の
Ｇ
Ｗ
で
し
た
。

　

当
時
目
黒
区
議
会
議
員
、
後
の
都
議

会
議
員
の
星
見
て
い
子
さ
ん
が
バ
ス
を

仕
立
て
て
支
援
者
と
行
か
れ
る
と
聞

き
、
同
乗
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
星

見
さ
ん
達
は
、
東
北
の
別
の
地
域
か
ら

野
菜
や
お
米
を
買
い
、
現
地
に
送
っ
て

も
ら
い
、
小
分
け
し
て
、
体
育
館
と
自

宅
避
難
の
お
宅
に
配
り
ま
し
た
。
私
は

ペ
ッ
ト
が
心
配
で
、
持
て
る
だ
け
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
を
ペ
ッ
ト
キ
ャ
リ
ー
に
詰
め

込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
が
仙
台
に
近
づ
く
と
、
想
像
以

上
の
被
害
、
壊
滅
と
言
え
る
様
相
に
、

皆
が
絶
句
し
ま
し
た
。「
ま
る
で
戦
争

だ
ね
」
と
誰
か
が
言
い
ま
し
た
。

　

目
的
地
は
牡
鹿
半
島
の
女
川
町
、
美

し
く
豊
か
な
小
さ
な
海
沿
い
の
街
で

す
。
津
波
は
、
丘
に
囲
ま
れ
た
漁
港
を

す
っ
ぽ
り
呑
み
込
み
、
丘
の
上
の
役
所

一般社団法人 街路樹を守る会 代表
〔共立女子大学他　非常勤講師　博士（学術）〕 愛 みち子

東日本大震災：壊滅した美しい街々

85

顔写真：2011 年 5 月のボランティア
活動時、女川にて。右上：丘の中腹ま
で流された中型の船、女川。上：奇跡
の一本松。陸前高田、見学者も多い

国
で
10
％
未
満
。
首
都
マ
ニ

ラ
で
も
30
％
に
と
ど
ま
る
。

特
に
標
高
の
高
さ
と
急
峻
な

地
形
の
バ
ギ
オ
市
で
は
下
水

道
の
拡
張
が
困
難
。
こ
の
た

め
、
十
分
に
処
理
さ
れ
な
い

排
水
が
水
路
や
河
川
へ
流
れ

込
み
、
河
川
基
準
に
お
い
て

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
値
が
約
２
倍
、

ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
が
約
19

倍
と
い
う
深
刻
な
水
質
汚
濁

が
発
生
し
て
い
た
。

　

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
の
浄
化
槽

技
術
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
一
環
と
し

て
導
入
さ
れ
た
。
河
川
・
地

下
水
の
汚
濁
負
荷
を
直
接
低

減
し
、
し
尿
と
生
活
排
水
を

一
括
処
理
す
る
と
い
う
高
度

な
処
理
能
力
を
持
ち
な
が

ら
、
操
作
・
維
持
管
理
の
負

担
が
小
さ
く
小
ス
ペ
ー
ス
で

設
置
で
き
る
な
ど
の
利
点
を

発
揮
す
る
。



（6）令和 8年（2026 年）3月 18日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

春得 オンライン環境新聞

★３カ月無料の「春得」キャンペーン
環境新聞オンラインでは、３月18日から5月15日間まで「2026春得　購読キャンペーン」を実施いたします。
キャンペーン期間内（５月15日午後23時59分まで）にお申し込みいただいた方は、最大３カ月
（申し込み月無料＋２カ月無料）になります。

有料会員の方は、無料体験期間からすべてのコンテンツと機能をご利用いただけます。

で

●年間購読プランが対象です。

●プレミアム会員のご案内

（年額）26,400円
※

環境新聞オンラインをお申込みの方は、環境新聞紙面版を
お得に購読いただけます。
環境新聞紙面版（年間29,700円）＋環境新聞オンライン（年間5,280円）＝
年間34,980円（税込）になるお得なプランです。
＊紙面版は、有料発生日から配達いたします。

    年間購読料、29,700円＋月額440円（税込）環境新聞（紙面版）の年間購読をお申込みの方は
　紙面版と「環境新聞オンライン」の    すべてのコンテンツをご利用いただけます。
※無料会員の方は、一部機能のみ活用できます。

無料会員無料会員、、メルマガ会員メルマガ会員の方はの方は、、この機会をお見逃しなくこの機会をお見逃しなく！！！！

最大３カ月無料
３月18日～5月15日まで

対象は、個人 と法人契約 になります。
無料会員、メルマガ会員の方は、この機会をお見逃しなく！！

生
で
も
食
べ
や
す
い
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
ロ
ゼ
ッ
ト

神社仏閣を訪れた際に
は必ず御朱印をもらう

　

３
月
も
半
ば
、
春
の
気
配
が
感
じ
ら

れ
る
候
と
な
り
ま
し
た
。
色
々
と
悶
々

と
す
る
話
題
が
多
い
こ
の
頃
で
す
が
、

桜
の
便
り
は
明
る
い
話
題
と
し
て
心
を

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
年
に

入
っ
て
サ
ク
ラ
の
花
を
す
で
に
ご
覧
に

な
っ
た
方
は
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
咲
い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
よ
り
ま
す

よ
ね
。
写
真
１
は
２
月
中
旬
に
沖
縄
で

咲
い
て
い
た
寒
緋
桜（
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
）

の
花
で
す
。
沖
縄
で
は
こ
の
サ
ク
ラ
の

見
ご
ろ
は
１
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬
だ

そ
う
で
す
。
名
前
の
由
来
通
り
緋
色
、

濃
い
赤
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
色
を
見
て
桜
な
の
か
と
い
ぶ
か
る

方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
は
ウ
メ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
方

も
お
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
は

多
く
の
人
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
い
う
品

種
の
桜
を
見
慣
れ
て
い
て
、
淡
い
ピ
ン

ク
色
の
花
を
つ
け
る
の
が
サ
ク
ラ
だ
と

思
い
が
ち
で
す
。

　

河
津
桜
の
花
（
写
真
２
）
と
ウ
メ
の

花
（
写
真
３
、
４
）
も
合
わ
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。
私
の
素
人
写
真
の
た
め
見

に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
比
較
す

る
と
サ
ク
ラ
と
ウ
メ
を
区
別
す
る
ヒ
ン

ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
て
の
通
り

花
の
色
は
判
断
材
料
に
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ク
ラ
と
ウ
メ
を
区
別
す
る
最
初
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
ま
ず
は
こ
の
寒
緋

桜
、
河
津
桜
の
花
の
付
け
根
の
部
分
を

見
て
く
だ
さ
い
。
花
を
支
え
る
一
種
の

茎
（
花
柄
と
呼
ば
れ
る
）
が
長
い
の
で

す
。
こ
れ
が
サ
ク
ラ
の
特
徴
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
ウ
メ
の
花
で
は
花
柄
は

あ
っ
て
も
短
く
、
枝
に
直
接
花
が
つ
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
他
に
も
ウ

メ
の
花
び
ら
は
丸
み
を
帯
び
る
の
に
対

し
て
、
サ
ク
ラ
は
先
端
が
割
れ
た
ハ
ー

ト
型
を
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
ウ
メ

で
は
一
つ
の
花
芽
か
ら
出
る
花
の
数
が

一
輪
、
サ
ク
ラ
で
は
数
輪
と
な
る
こ
と

な
ど
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ウ
メ
の
場
合
に

は
さ
ら
に
香
り
を
放
つ
も
の
が
多
い
と

い
う
点
も
あ
り
ま
す
。

サ
ク
ラ
と
ウ
メ
は
同
じ
バ
ラ
科
に
属

し
ま
す
が
、
亜
属
と
い
う
レ
ベ
ル
で
異

な
り
ま
す
。
共
通
祖
先
を
持
ち
な
が
ら

別
れ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
花
柄
の
長
さ

を
決
め
る
複
数
の
遺
伝
子
、
植
物
ホ
ル

モ
ン
を
つ
く
る
量
、
そ
れ
に
対
す
る
反

応
に
関
わ
る
遺
伝
子
が
変
化
し
て
い
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
の
違
い
が

ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
る
か
と
い
う

研
究
は
園
芸
の
分
野
で
も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
似
た
生
物
同
士

の
比
較
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
で
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

サ
ク
ラ
の
代
名
詞
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
の
中
で

も
咲
か
せ
る
花
の
数
の
多
さ

は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
沖

縄
で
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
育

て
ら
れ
た
例
は
あ
る
そ
う
で
す
が
、
本

土
の
も
の
と
比
べ
る
と
数
多
く
の
花
は

つ
け
る
こ
と
は
稀
、
全
く
花
を
つ
け
な

か
っ
た
例
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
冬
に
あ
る
程
度
長
い
期
間

に
わ
た
っ
て
低
温
に
さ
ら
さ
れ
な
い
と

花
芽
を
つ
け
な
い
の
で
す
。
沖
縄
の
冬

は
寒
さ
が
緩
く
ま
た
短
い
の
で
す
。
サ

ク
ラ
と
い
っ
て
も
個
性
が
あ
る
の
で

す
。
植
物
の
こ
う
し
た
個
性
が
ど
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
る
の
か
知
り
た
い
も

の
で
す
。

　

さ
て
こ
の
河
津
桜
の
写
真
で
す
が

（
私
個
人
の
こ
と
で
恐
縮
で
す
）
早
い

春
を
感
じ
た
い
と
思
っ
て
伊
豆
の
河
津

町
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
ま

す
。
実
は
そ
れ
が
２
０
１
１
年
３
月
５

日
だ
っ
た
こ
と
を
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ル

は
語
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
こ
の
写
真

を
撮
っ
た
翌
週
に
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
っ
て
い
る
の
で
、
今
非
常
に
複
雑
な

思
い
で
こ
の
写
真
を
見
て
い
ま
す
。
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
を
待
ち
な
が
ら
改

め
て
天
災
も
戦
争
も
な
い
社
会
が
続
い

て
ほ
し
い
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

生物学×環境生物学×環境生物学×環境
東京大学名誉教授　渡邊 雄一郎

サクラを見ながら思うこと

～大学の研究室より～２‐㉚

サクラの花（1,2）と
ウメの花（3,4）の例

セイタカアワダチソウのロゼット
※ �野草の見分けや採取、調理や摂取は自己責任にて、お願いします。

　

日
本
全
国
の
森
を
旅
し

て
、
野
草
を
食
べ
な
が
ら
暮

ら
す
、
自
然
共
生
研
究
家
の

山
田
証
で
す
。
季
節
ご
と
に

お
勧
め
の
食
べ
ら
れ
る
野
草

と
そ
の
利
用
方
法
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
３
月
、
山
菜
の

美
味
し
い
季
節
に
突

入
し
ま
す
。
山
菜
の

王
様
と
言
え
ば
タ
ラ

の
芽
で
す
が
、
天
ぷ

ら
に
す
る
こ
と
で
、

タ
ラ
の
芽
に
匹
敵
す

る
く
ら
い
美
味
し

い
、
と
言
わ
れ
て
い

る
身
近
な
野
草
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
外
来
種
と
し

て
悪
名
高
き
、
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

で
す
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
は
、
一
時
期

は
花
粉
症
の
原
因
と

思
わ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
実
は
花
粉
を

飛
ば
し
て
い
る
の
は

別
の
種
類(

ブ
タ
ク

サ
な
ど)

で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
は
虫
媒
花

で
あ
り
、
花
粉
を
風

で
飛
ば
す
種
類
で
は

な
い
の
で
す
ね
。
そ

ん
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
が
つ
い
て
い
る
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
で
す
が
、
実

は
公
害
排
出
作
用
な
ど
、
デ

ト
ッ
ク
ス
と
し
て
の
効
果
が

期
待
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の
薬
草
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

３
月
は
そ
ん
な
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
も
っ
と
も

美
味
し
く
な
る
季
節
で
す
。

地
面
に
近
い
と
こ
ろ
に
葉
を

広
げ
て
い
る
ロ
ゼ
ッ
ト
の
時

期
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
は
、
天
ぷ
ら
に
す
る
と
タ

ラ
の
芽
に
匹
敵
す
る
く
ら
い

美
味
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。実
際
に
食
べ
て
み
る
と
、

タ
ラ
の
芽
の
爽
や
か
さ
と
食

べ
や
す
さ
に
比
べ

て
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
は
香
味
と

苦
味
を
両
方
感
じ
る

の
で
、
違
い
は
あ
る

の
で
す
が
、
天
ぷ
ら

に
し
た
時
の
美
味
し

さ
は
確
か
に
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

天
ぷ
ら
の
他
に

も
、
油
炒
め
や
肉
料

理
な
ど
と
合
わ
せ
て

も
美
味
し
く
、
例
え

ば
ス
テ
ー
キ
な
ど
の

付
け
合
わ
せ
と
し

て
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
の
生
葉
を

添
え
る
の
も
お
勧
め

で
す
。
本
来
外
来
種

と
し
て
、
駆
除
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
で
す
が
、
僕
の
生

活
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
食
材
と

な
っ
て
し
ま
い
、
逆

に
駆
除
さ
れ
る
と
困

る
く
ら
い
、
重
宝
し

て
い
ま
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
「
素
人

で
も
分
か
る
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
の
ロ
ゼ
ッ
ト
の
見

つ
け
方
」
の
動
画
を
リ
ン
ク

し
て
い
ま
す
。
良
か
っ
た
ら

ご
参
考
下
さ
い
。

自然共生研究家、山菜ソムリエ 山田　証
山菜の王様に匹敵する美味しさのセイタカアワダチソウ

ネガティブなイメージだがデトックス効果の期待も

～食べられる野草       ３月編～
山菜ソムリエの旅（6）

　
「
松
下
電
器
（
現
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
＝
編
集
注
）
で
ガ
リ
ウ
ム
砒
素
半

導
体
デ
バ
イ
ス
を
年
商
１
０
０
億
以

上
の
新
し
い
事
業
に
育
て
た
い
」
と

い
う
夢
を
持
っ
た
技
術
者
の
事
業
創

出
に
賭
け
た
半
生
か
ら
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
志
し
日
本
に
活
力
を
も
た

ら
す
若
者
の
背
中
を
押
す
一
書
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ほ
と
ん
ど
が
著
者

自
身
の
経
験
談
で
、
思
わ
ず
笑
み
が

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
環
境

再
生
医
」
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
環

境
復
元
協
会
が
制
定
し
た
資
格
制

度
。
世
界
中
で
約
６
千
人
の
資
格
取

得
者
が
活
躍
し
て
い
る
。
本
書
は
、

環
境
再
生
医
と
し
て
活
動
す
る
際
の

土
台
と
な
る
自
然
環
境
の
再
生
に
つ

い
て
の
基
礎
知
識
や
、
自
然
環
境
と

人
と
の
関
わ
り
の
回
復
を
行
う
取
り

こ
ぼ
れ
た
り
、
手
に
汗
を
か
く
よ
う

な
失
敗
も
。
し
か
し
ど
の
出
来
事
に

も
、
納
得
の
教
訓
が
そ
の
筆
で
示
さ

れ
、心
と
学
び
を
深
め
て
い
く
。
挑
戦

者
の
傍
に
寄
り
添
い
、語
り
掛
け
る
。

　

著
者
が
実
際
に
率
い
た
チ
ー
ム
は

松
下
の
大
ヒ
ッ
ト
携
帯
電
話
「
ム
ー

バ
１
号
」
を
開
発
し
年
商
３
０
０
億

円
を
超
す
事
業
に
。有
言
実
行
の「
携

帯
電
話
の
父
」を
自
称
す
る
の
は「
誰

も
言
っ
て
く
れ
な
い
か
ら
で
あ
る

が
」。
著
者
の
ひ
ら
め
き
と
ユ
ー
モ

ア
が
に
じ
む
。

発
行
・
ア
セ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ッ
ツ
（
０

７
５
・
６
８
１
・
７
８
２
５
）。
定

価
１
３
２
０
円
（
税
込
み
）。

組
み
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
。
環
境

再
生
を
学
ぶ
初
心
者
に
と
っ
て
も
、

必
要
な
知
識
を
体
系
的
に
効
率
よ
く

学
べ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

初
版
か
ら
３
回
目
の
改
版
に
よ

り
、
環
境
再
生
に
関
係
す
る
法
制
度

や
仕
組
み
、
考
え
方
、
そ
し
て
何
よ

り
も
人
と
人
、
人
と
自
然
を
つ
な
ぐ

知
識
、
技
術
、
手
段
、
事
例
の
最
新

情
報
を
満
載
し
て
い
る
。
資
格
取
得

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
利
用
で
き

る
。

　

発
行
・
環
境
新
聞
社
（
03
・
３
３

５
９
・
５
３
７
１
）。
定
価
２
６
４

０
円
（
税
込
み
）。

　

生
物
生
態
学
者
・
宮
脇
昭
博
士
が
提
唱

し
た
植
樹
方
法
「
宮
脇
方
式
」
が
ど
の
よ

う
に
世
界
に
広
ま
り
、
身
近
な
空
き
地
や

裏
庭
、
見
捨
て
ら
れ
た
土
地
を
森
（
ミ
ニ

フ
ォ
レ
ス
ト
）
へ
と
変
え
続
け
て
い
る
の

か
。
こ
の
た
び
発
刊
さ
れ
た
「
ミ
ニ
フ
ォ

レ
ス
ト
革
命　

最
速
で
世
界
に
森
を
再
生

し
て
い
る
宮
脇
方
式
」
で
は
、
同
方
式
に

魅
了
さ
れ
た
著
者
ハ
ン
ナ
・
ル
イ
ス
氏
が

同
方
式
に
よ
る
森
づ
く
り
の
軌
跡
を
追
い

な
が
ら
、
森
林
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
再
生

す
る
ヒ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。

　

世
界
各
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
下
で
の

森
づ
く
り
の
事
例
か
ら
、
同
方
式
の
基
礎

や
植
樹
を
行
う
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る

知
識
や
心
構
え
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
一

冊
だ
。

　

発
行
・
丸
善
出
版
（
03
・
３
５
１
２
・

３
２
５
７
）。
定
価
３
７
４
０
円（
税
込
み
）。

　

本
書
は
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
：
２
０
２
６
」

の
改
訂
内
容
を
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
要
求
事
項

を
初
め
て
学
ぶ
人
か
ら
、
よ
り
深
く
理
解
し
た
い

人
の
た
め
の
書
籍
。

　

特
徴
と
し
て
、
改
訂
個
所
が
明
確
に
分
か
る
よ

う
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
て
い
る
ほ
か
、
規
格

要
求
を
整
理
し
項
目
ご
と
に
解
説
し
て
い
る
。
ま

た
、
近
年
の
改
訂
経
緯
を
記
載
し
て
い
る
ほ
か
、

規
格
の
狙
い
や
背
景
を
解
説
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

附
属
書
Ａ
を
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
規

格
要
求
が
自
社
で
は
ど
の
よ
う
に
当
て
は
ま
る
の

か
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

内
容
は
、
①
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
概
要
②
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
：
２
０
２
６
の
改
訂
点
と
実
践

の
ポ
イ
ン
ト
（
組
織
の
状
況
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

計
画
、
支
援
、
運
用
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
、

改
善
）
―
―
の
２
章
建
て
。

　

発
行
・
日
本
規
格
協
会
（
０
５
０
・
１
７
４
１
・

７
５
２
０
）。
定
価
２
４
２
０
円
（
税
込
み
）。

新しい事業の成功を志す人のための
ベンチャー経営心得帳

自然を宿す人 環境再生医
～自然再生の理論と実践～第４版

ミニフォレスト革命
最速で世界に森を再生している宮脇方式

南部修太郎　著

認定ＮＰＯ法人自然環境復元協会　編著

ハンナ・ルイス　箸　　藤原一繪　監訳　　浦田未央　訳

黒柳要次　著
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